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地域福祉活動第７次３か年計画

すべての人に居場所や役割があり、

  多様性を認め合い、支え合いのあるまちをつくろう。



はじめに

少子高齢化や核家族化の進行、人口減少、地域のつながりの希薄化など、地域社

会を取り巻く環境の変化は、住民・区民の暮らしや活動に大きく影響を与え、日々

の暮らしにくさや、様々な地域生活課題を生み出しています。

こうした中にあっても、住民・区民は、多様な活動主体による参画と協働により、

様々な課題解決に取り組んでいます。これらの取り組みは、住民・区民が活動主体

となり、それぞれの圏域において「住民の誰もが安心・安全に暮らせるまちづくり」

を目指して取り組まれているものであり、住民主体のまちづくりの推進力となるも

のです。

こうした状況を踏まえ、本会は、「すべての人に居場所や役割があり、多様性を

認め合い、支え合いのあるまちをつくろう。」を基本理念とする「佐伯区社協地域

福祉活動第７次３か年計画」を策定しました。

本計画は、平成３０年度から平成３２年度までの３年間を実施期間とし、計画の

基本目標である「住民・区民自らが考え、話し合い、実践できるまち」「住民・区

民、民間団体、専門機関・専門職、行政等がつながり、課題解決ができるまち」を

目指し、様々な取り組みを推進します。

本会としては、社協の立脚点である「住民主体の理念」に基づき、住民・区民と

ともに、本計画に基づいた取り組みの推進に尽力してまいりますので、地区社会福

祉協議会、民生委員児童委員協議会、町内会連合会等の地域団体や地域包括支援セ

ンター、行政担当課など関係機関・団体のより一層のご支援、ご協力をお願い申し

あげます。

最後になりましたが、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提案をいただき

ました策定委員会委員をはじめ関係者の皆様方に厚くお礼を申しあげます。

平成３０年１１月

社会福祉法人 広島市佐伯区社会福祉協議会

会 長 久 保 田 詳 三
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  第１章 計画の基本的な考え方  
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（１）市社協第８次計画の方向性について 

  これまでの計画は、広島市社協の取組や組織を中心とした内容の計画でしたが、第８

次計画は、地域福祉の推進がさらに期待される中、市社協が地域福祉の推進役となり、

行政計画との連携も図りながら、住民や、福祉関係団体、施設、ＮＰＯ、ボランティア

等、さまざまな活動団体との協働によって「広島市の地域福祉を民間の立場でどう推進

していくか」という視点で作成していくこととしました。 

広島市地域福祉計画が平成 30年度から改定に取り組む予定であるため、この計画に

先行した３か年計画（平成３０年～３２年）とし、行政計画への要望・政策提言等を行

うこととしました。 

 ◆計画策定の留意点 

  ①広島市地域福祉計画との連携 

  ②国の動向、広島市の動向を注視する。 

  ③さまざまな民間団体が取り組みたいこと、連携したいことを明記する。 

  ④社協が取り組みたいこと連携したいことは、社協の長期活動計画として明記する。 

  ⑤地域福祉の推進において共通した課題となっていることについては、検討し方向 

性を示す。 

 

（２）佐伯区社協第７次計画の方向性について 

□計画期間：市社協に併せ３か年計画（Ｈ３０～３２）としました。 

□計画策定の留意点 

  ①市社協計画と連動したものとする。 

  ②区内のさまざまな民間団体が取り組みたいこと、連携したいことを明記する。 

  ③３か年という短期間の計画のため、重点的に取り組んでいくべきもの、検討して 

いくべきものを中心にした計画とする。 

 

（３）佐伯区社協第７次３か年計画の策定方法 

  ①理事・評議員等からの意見聴取を実施 

   各団体が平成３０年度からの３か年で取り組みたいテーマ（課題）と、このテーマ

を実践する上で、区社協と連携して取り組みたいテーマ（課題）について伺い、提出

された意見に基づき区社協３か年計画を作成しました。 

  ②策定委員会を設置し、策定委員会により区社協３か年計画の検討を行いました。 

  ③先に区社協３か年計画（案）を作成し、市社協３か年計画の全市共通項目との調整

を行いました。 
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本計画は平成３０年度～平成３２年度（３か年）の実施期間とします。 

 

 

  

 

実施計画を大きく 3つの柱で構成しました。 

 

第 1の柱  助け合い・ささえあいのあるまちをつくろう 

 

第 2の柱  一人ひとりの暮らしをささえよう 

 

第 3の柱  活動をすすめる体制を強化しよう 

 

すべての人に居場所や役割があり、 

多様性を認め合い、支え合いのあるまちをつくろう。 

Ⅰ 住民・区民自らが考え、話し合い、実践できるまち 

  住民・区民の福祉力を高め、住民主体のまちをつくります。 

 

Ⅱ 住民・区民、民間団体、専門機関・専門職、行政等がつながり、課題解決が

できるまち 

  薄れているつながりを取り戻し、相互に連携して、様々な課題を解決していける 

まちを目指します。 
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 第２章 実施計画  
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佐伯区社協第７次３か年計画 実施計画・体系図について 

 

 

第７次３か年計画の実施計画、体系図は下記の点を考慮して、作成しています。 

 

１．実施計画 

 ・体系図の佐伯区社協の取り組み項目が、「具体的な取り組み[実施事業項目]」に入って

います。 

 ・具体的な取り組みの内容を記載したものが「取り組みの内容」になります。 

 ・検討期間、実施期間等、平成３０年度～３２年度までの３か年の年次計画がわかるも

のが「活動年次」になります。なお、新たな元号が決まっていませんので『平成』の

表記としています。 

 ・また、取り組みの「財源」及び、「市域共通」の取り組みなのか「佐伯区独自」の取り

組みなのかがわかるように表記しています。 

 

 

２．体系図 

 ・地域・地区社協の取り組みと、佐伯区社協計画、市社協計画の関係性がわかるように、

「地域・地区社協の取り組み、望まれる取り組み」を左に置き、中心に「佐伯区社協

の取り組み（第７次３か年実施計画）」、右に「広島市社協の取り組み（第８次３か年

実施計画）」を並べています。 

 ・「佐伯区社協の取り組み」の実施項目の右端に☆印があるものは、佐伯区独自の取り組

みになります。（☆印がないものは、各区社協共通の実施項目になります。） 

 ・基本理念は、市社協・区社協で共通としていますので、市社協計画に併せています。 
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実
施
計
画
の
記
号
等
の
説
明

具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

や
さ
し
さ
発
見
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
を
活
用
し
た
福

祉
学
習
の
開
催
支
援

　
学
校
、
地
域
、
企
業
、
団
体
等
に
よ
る

「
や
さ
し
さ
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
を

活
用
し
た
福
祉
学
習
の
開
催
を
支
援
し

ま
す
。

区
社
協

小
・
中
学
校

地
区
社
協

企
業

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

◎

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
の
開
催

　
手
話
・
点
訳
・
音
訳
・
要
約
筆
記
等
技

術
系
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
き
っ
か
け
講
座

な
ど
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
き
っ
か
け
講
座
に
つ
い

て
は
、
区
民
を
対
象
に
し
た
広
域
版
と
、

地
区
社
協
・
公
民
館
等
と
連
携
し
て
開

催
す
る
小
地
域
版
の
二
種
類
の
開
催

に
つ
い
て
検
討
し
、
実
施
し
ま
す
。

区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ

地
区
社
協

公
民
館

な
ど

検
討

実
施

市
補
助
金

◎

「
や
る
き
・
げ
ん
き
・
さ
え

き
祭
り
」
の
開
催

　
「
や
る
き
・
げ
ん
き
・
さ
え
き
祭
り
」
を
開

催
し
、
地
域
の
取
り
組
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
情
報
の
発
信
に
努
め
る
と

共
に
、
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
P
R

を
行
い
、
区
民
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
周
知
を
図
り
ま
す
。

区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ

当
事
者
団
体

福
祉
施
設

作
業
所

な
ど

継
続
実
施

企
業
か
ら
の
協
賛

金
・
寄
付
金

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
）

★

● ● の 取 り 組 み を 広 め よ う

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

基
本
目
標
：
「
第
◇
の
柱
」
　
●
●
・
▽
▽
を
つ
く
ろ
う
　

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

取
り
組
み
の
財
源
を
記
載

検
討
・
準
備
が
必
要
な
項
目
に
つ
い
て

は
、
斜
め
の
矢
印
に
し
て
い
ま
す
。

佐
伯
区
独
自
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
広
島
市
補
助
金
や
広
島

市
社
協
の
基
金
等
か
ら
の
助
成
金
が
な
く
、
善
意
銀
行
等
の
自
主

財
源
で
取
り
組
む
も
の
に
は
★
印
を
入
れ
て
い
ま
す
。

市
・
８
区
社
協
が
取
り
組
む
も
の
は
、
市
域
共
通
の
欄
に

佐
伯
区
社
協
の
独
自
の
取
り
組
み
は
佐
伯
区
独
自
の
欄

に
◎
、
★
が
入
っ
て
い
ま
す
。
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実
施
計
画 具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
や

い
き
い
き
百
歳
体
操

（
地
域
介
護
予
防
拠

点
）
の
取
り
組
み
拡
充

の
推
進

　
高
齢
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
や
地
域

介
護
予
防
拠
点
の
取
り
組
み
が
地
区

社
協
、
町
内
会
等
に
お
い
て
広
ま
る
よ

う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
推
進
し
ま
す
。

　
取
り
組
み
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
総

合
事
業
に
お
け
る
「
地
域
高
齢
者
交
流

サ
ロ
ン
助
成
金
」
や
「
高
齢
者
い
き
い
き

活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
有
効
活
用
を

検
討
し
ま
す
。

継
続
実
施

市
補
助
金

共
同
募
金

◎

老
人
い
こ
い
の
家
の

利
用
促
進

　
上
記
の
会
場
と
し
て
老
人
い
こ
い
の

家
の
活
用
を
行
い
、
老
人
い
こ
い
の
家

の
利
用
促
進
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

検
討

実
施

市
受
託
金

◎

障
害
の
あ
る
方
や
子
育

て
中
の
親
子
を
対
象
に

し
た
サ
ロ
ン
な
ど
各
種

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
づ
く
り
の
支
援

　
障
害
の
あ
る
方
や
子
育
て
中
の
親
子

の
交
流
の
場
な
ど
さ
ま
ざ
な
方
を
対
象

に
し
た
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
づ
く
り
を
進

め
る
地
区
社
協
の
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

子
ど
も
会

な
ど

継
続
実
施

共
同
募
金

◎

当
事
者
・
家
族
の
主
体

的
活
動
の
協
力
支
援

　
育
成
会
、
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
な
ど
当
事
者
団

体
が
主
体
的
に
開
催
す
る
行
事
等
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
調
整
な
ど
を
通
し

て
支
援
し
、
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
交
流
を
支
援
し
ま

す
。

育
成
会

母
子
寡
婦
福

祉
会

認
知
症
の
人

と
家
族
の
会

な
ど

当
事
者
グ

ル
ー
プ

作
業
所

N
P
O

な
ど

継
続
実
施

◎

基
本
目
標
：
「
第
１
の
柱
」
　
助
け
合
い
・
さ
さ
え
あ
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

当
事
者
活
動
の
支
援

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

な
ど

つ な が り づ く り を 進 め よ う

行 き 場 づ く り ・ 交 流 の 場 づ く り を 通 し て

佐
伯
区

独
自

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

実
施
機
関
・
団
体
等

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

市
域

共
通
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

佐
伯
区

独
自

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

実
施
機
関
・
団
体
等

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

市
域

共
通

当
事
者
・
家
族
の
主
体

的
活
動
の
協
力
支
援

　
当
事
者
団
体
の
活
動
活
性
化
の
た

め
の
運
営
費
補
助
等
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

当
事
者
グ

ル
ー
プ

作
業
所

N
P
O

な
ど

検
討

検
討

実
施

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
等
）

★

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ン
ク
活
動
の
推
進
支
援

　
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
取
り
組

み
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
情
報

交
換
・
研
究
協
議
の
場
を
設
け
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催
な

ど
に
よ
る
新
た
な
担
い
手
の
拡
大
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
住
民
主
体
型
生
活
支
援
訪

問
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
中
あ
る
い
は
実

施
を
検
討
す
る
地
区
社
協
等
へ
支
援

を
行
い
、
取
り
組
み
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

共
同
募
金

◎

新
た
な
社
会
的
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
対
応
す
る
た

め
の
「
こ
ど
も
食
堂
」
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
の
担
い
手
を
養
成
す
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
等
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
発
掘
・
養
成
を
進
め
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

N
P
O

な
ど

検
討

実
施

市
補
助
金

◎

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
活
用
促
進

　
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
区
民
の

方
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
P
R
活
動

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
P
R

促
進
、
活
動
機
材
の
整
備
等
に
よ
り
利

用
促
進
を
図
り
、
「
利
用
し
や
す
い
」
「
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
」
場
を
目
指
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
連
絡
会

継
続
実
施

市
補
助
金

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
）

◎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

助 け 合 い ・ さ さ え あ い の 取 り 組 み を 推 進 し 、 広 げ よ う
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

佐
伯
区

独
自

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

実
施
機
関
・
団
体
等

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

市
域

共
通

若
年
層
・
壮
年
層
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取

り
組
み
活
性
化
の
検
討

　
学
生
等
の
若
年
層
及
び
壮
年
層
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
活
性
化
の
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

市
社
協

区
社
協

検
討

検
討

実
施

◎

や
さ
し
さ
発
見
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
を
活
用
し
た
福

祉
学
習
の
開
催
支
援

　
学
校
、
地
域
、
企
業
、
団
体
等
に
よ
る

「
や
さ
し
さ
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
を

活
用
し
た
福
祉
学
習
の
開
催
を
支
援
し

ま
す
。

区
社
協

小
・
中
学
校

地
区
社
協

企
業

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

◎

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
の
開
催

　
手
話
・
点
訳
・
音
訳
・
要
約
筆
記
等
技

術
系
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
き
っ
か
け
講
座

な
ど
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
き
っ
か
け
講
座
に
つ
い

て
は
、
区
民
を
対
象
に
し
た
広
域
版
と
、

地
区
社
協
・
公
民
館
等
と
連
携
し
て
開

催
す
る
小
地
域
版
の
二
種
類
の
開
催

に
つ
い
て
検
討
し
、
実
施
し
ま
す
。

区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ

地
区
社
協

公
民
館

な
ど

検
討

実
施

市
補
助
金

◎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
研
修
活
動
等
へ

の
支
援

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に

研
修
会
を
開
催
す
る
際
、
講
師
紹
介
等

の
支
援
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
が
開
催
す
る
交
流
会
・
研
修
会
の
開

催
を
支
援
し
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
横
の

つ
な
が
り
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
連
絡
会

継
続
実
施

市
補
助
金

◎

さ さ え あ い の 考 え 方 を 学 ぶ 機 会 を 設 け よ う
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

佐
伯
区

独
自

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

実
施
機
関
・
団
体
等

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

市
域

共
通

広
報
紙
の
発
行

　
区
社
協
広
報
紙
「
さ
さ
え
あ
い
」
や
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
伝
言
板
」
を
発
行
し
、
先
駆

的
な
地
域
の
取
り
組
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

区
社
協

継
続
実
施

市
社
協
会
費

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
）

◎

区
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用

　
区
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
区
内
で
の

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
を
掲
載

し
、
情
報
発
信
の
機
能
を
強
化
し
ま

す
。

区
社
協

継
続
実
施

市
補
助
金

◎

「
や
る
き
・
げ
ん
き
・
さ
え

き
祭
り
」
の
開
催

　
「
や
る
き
・
げ
ん
き
・
さ
え
き
祭
り
」
を
開

催
し
、
地
域
の
取
り
組
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
情
報
の
発
信
に
努
め
る
と

共
に
、
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
P
R

を
行
い
、
区
民
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
周
知
を
図
り
ま
す
。

区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ

当
事
者
団
体

福
祉
施
設

作
業
所

な
ど

継
続
実
施

企
業
か
ら
の
協
賛

金
・
寄
付
金

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
）

★

（ 情 報 を 発 信 し よ う ）

さ さ え あ い の 取 り 組 み を 広 め よ う
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

近
隣
ミ
ニ
ネ
ッ
ト
や
高

齢
者
地
域
支
え
合
い

事
業
、
避
難
行
動
要
支

援
者
避
難
支
援
事
業

に
よ
る
目
配
り
・
気
配

り
・
支
え
あ
い
活
動
の

推
進
支
援

　
地
域
の
支
え
を
必
要
と
し
て
い
る
少
し

気
が
か
り
な
方
へ
の
目
配
り
・
気
配
り
・

支
え
あ
い
活
動
で
あ
る
近
隣
ミ
ニ
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
高
齢
者
地
域
支
え
合
い
事

業
、
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援

事
業
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
地
区
社
協

の
取
り
組
み
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

共
同
募
金

◎

配
食
訪
問
活
動
（
ま
ご

こ
ろ
弁
当
）
の
推
進
支

援

　
ま
ご
こ
ろ
弁
当
関
係
者
の
情
報
交
換

や
研
修
会
等
を
開
催
し
、
取
り
組
み
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

な
ど

継
続
実
施

共
同
募
金

多
山
報
恩
会
助
成

金 自
主
財
源
（
善
意

銀
行
）

◎

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
推
進

　
平
成
３
０
年
度
か
ら
各
区
社
協
で
展

開
さ
れ
る
「
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
取
り
組
み
推
進
を
図
り
、
緊
急
時
の

食
品
提
供
や
自
立
に
向
け
た
相
談
援

助
な
ど
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

市
社
協

区
社
協

区
厚
生
部

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

地
区
民
児
協

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

◎

「
い
じ
め
・
虐
待
１
１
０

番
」
の
取
り
組
み
推
進

　
「
い
じ
め
・
虐
待
１
１
０
番
」
協
力
員
へ

の
研
修
会
等
を
通
じ
て
、
虐
待
防
止
の

意
識
を
持
っ
た
地
域
住
民
を
増
や
し
、

『
い
じ
め
・
虐
待
の
な
い
地
域
づ
く
り
』
を

区
社
協
・
区
民
児
協
が
連
携
し
て
進
め

ま
す
。

区
社
協

区
民
児
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

保
育
園
・
幼
稚
園

小
・
中
学
校

な
ど

継
続
実
施

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
）

★

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

基
本
目
標
：
「
第
２
の
柱
」
　
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
さ
さ
え
よ
う

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

問 題 が 潜 在 化 し な い 取 り 組 み を す す め よ う
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

近
隣
ミ
ニ
ネ
ッ
ト
や
高

齢
者
地
域
支
え
合
い

事
業
、
避
難
行
動
要
支

援
者
避
難
支
援
事
業

に
よ
る
目
配
り
・
気
配

り
・
支
え
あ
い
活
動
の

推
進
支
援

　
地
域
の
支
え
を
必
要
と
し
て
い
る
気

が
か
り
な
方
た
ち
が
、
近
隣
の
人
と
の

つ
な
が
り
の
な
か
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
近
隣

ミ
ニ
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
目
配
り
・
気
配
り
・

支
え
あ
い
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

共
同
募
金

◎

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ン
ク
に
よ
る
助
け
あ
い

活
動
の
推
進
支
援

　
地
域
の
支
え
を
必
要
と
し
て
い
る
人

た
ち
の
相
談
に
応
じ
、
地
域
住
民
に
よ

る
支
援
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
活
動
の
調
整

等
を
行
う
、
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

共
同
募
金

◎

災
害
等
緊
急
時
の
支

援
体
制
づ
く
り
の
支
援

　
災
害
時
に
備
え
、
災
害
等
緊
急
時
に

支
援
が
必
要
な
方
（
病
弱
な
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
な
ど
）
の
支
援
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
、
地
域
関
係
団
体
、
行
政
関
係

課
と
共
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
域
起
こ
し
推
進

課 地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

自
主
防
災
会

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

な
ど

検
討

実
施

◎

区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
体
制
づ
く
り

　
災
害
時
に
備
え
て
、
区
内
福
祉
施

設
、
行
政
関
係
課
等
と
の
連
絡
体
制
づ

く
り
を
日
常
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

地
域
起
こ
し
推
進

課 消
防
署

福
祉
施
設
な
ど

継
続
実
施

◎

災
害
時
要
援
護
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

さ さ え あ い の 取 り 組 み を す す め よ う
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援

助
事
業
（
か
け
は
し
）
へ

の
協
力

　
認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
へ
の
支
援
事
業
で
あ
る
「
か
け
は

し
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等

関
係
機
関
・
団
体
へ
周
知
を
図
っ
て
い

き
、
認
知
症
等
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
社
協

区
社
協

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

区
役
所
厚
生
部

地
区
民
児
協

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

◎

成
年
後
見
事
業
（
こ
う

け
ん
）
へ
の
協
力

　
判
断
能
力
が
低
下
し
、
判
断
を
行
う
こ

と
が
難
し
く
な
っ
た
方
へ
の
支
援
事
業

で
あ
る
「
こ
う
け
ん
」
の
取
り
組
み
推
進

に
協
力
し
ま
す
。

市
社
協

区
社
協

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

区
役
所
厚
生
部

地
区
民
児
協

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

◎

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
拡

充
の
支
援

　
地
区
社
協
活
動
拠
点
を
活
用
し
た
常

設
型
の
サ
ロ
ン
等
地
域
の
誰
も
が
日

常
的
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
づ
く
り

を
推
進
し
支
援
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

な
ど

継
続
実
施

共
同
募
金

◎

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
開
設
助
成
金
の

交
付

　
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
新
規

開
設
し
た
際
に
、
サ
ロ
ン
開
設
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
小
地
域
に

お
け
る
仲
間
づ
く
り
、
交
流
の
場
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ

な
ど

継
続
実
施

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
）

★

障
害
の
あ
る
人
、
認
知

症
高
齢
者
等
を
支
え
合

え
る
地
域
づ
く
り
の
支

援

　
障
害
の
あ
る
人
、
認
知
症
高
齢
者

等
、
地
域
で
孤
立
し
が
ち
な
方
が
交
流

す
る
場
づ
く
り
な
ど
、
地
域
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

当
事
者
グ
ル
ー

プ な
ど

継
続
実
施

共
同
募
金

◎

す す め よ う

さ さ え あ い の 取 り 組 み を

支 援 し よ う

さ さ え あ い の 輪 づ く り を
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

当
事
者
・
家
族
の
組
織

化
支
援
と
主
体
的
活
動

の
協
力
支
援

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
な
ど
当
事

者
や
家
族
の
活
動
や
仲
間
づ
く
り
、
組

織
化
を
側
面
的
に
支
援
し
、
主
体
的
活

動
へ
の
協
力
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
の
人

と
家
族
の
会

な
ど
当
事
者

グ
ル
ー
プ

作
業
所

N
P
O
　
　
な
ど

継
続
実
施

◎

福
祉
施
設
と
連
携
し
た

取
り
組
み
の
検
討
・
推

進

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
福
祉

施
設
が
地
域
連
携
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
地
域
団
体
へ
の
つ
な
ぎ
や

広
報
へ
の
協
力
等
、
連
携
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
施
し
ま
す
。

区
社
協

福
祉
施
設

地
区
社
協

町
内
会
連
合
会

地
区
民
児
協

な
ど

検
討

実
施

◎

区
内
大
学
と
連
携
し
た

取
り
組
み
の
検
討
・
推

進

　
区
内
大
学
が
地
域
と
の
連
携
事
業
を

検
討
・
実
施
す
る
際
に
、
地
域
団
体
へ

の
つ
な
ぎ
や
広
報
へ
の
協
力
等
、
連
携

し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
、
実

施
し
ま
す
。

区
社
協

大
学

地
区
社
協

町
内
会
連
合
会

地
区
民
児
協

な
ど

検
討

実
施

◎

当
事
者
活
動
の
支
援

福
祉
施
設
や
大
学
等
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の
推
進

さ さ え あ い の 輪 づ く り を 支 援 し よ う
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

子
ど
も
の
育
ち
の
取
り

組
み
へ
の
支
援

　
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
や
「
放
課
後
の
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
づ
く
り
」
、
「
子
ど
も

食
堂
」
な
ど
子
ど
も
の
育
ち
に
関
わ
る

取
り
組
み
を
新
た
に
検
討
・
実
施
す
る

地
区
社
協
に
対
し
、
先
駆
的
な
取
り
組

み
の
紹
介
や
実
践
地
区
と
の
情
報
交

換
の
場
づ
く
り
等
を
実
施
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

N
P
O

な
ど

継
続
実
施

市
社
協
基
金

共
同
募
金
（
地
域

テ
ー
マ
募
金
）

◎

交
通
問
題
（
移
動
支

援
・
買
物
支
援
）
の
取
り

組
み
へ
の
支
援

　
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
の
乗
り
入

れ
の
な
い
地
域
に
お
い
て
、
病
院
等
へ

の
送
迎
や
買
物
支
援
等
交
通
問
題
へ

の
取
り
組
み
を
新
た
に
検
討
・
実
施
す

る
地
区
社
協
に
対
し
、
先
駆
的
な
取
り

組
み
の
紹
介
や
実
践
地
区
と
の
情
報

交
換
の
場
づ
く
り
等
を
実
施
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

福
祉
施
設

N
P
O

な
ど

継
続
実
施

市
社
協
基
金

共
同
募
金
（
地
域

テ
ー
マ
募
金
）

◎

中
山
間
地
対
策
や
郊

外
住
宅
団
地
の
活
性

化
な
ど
の
取
り
組
み
へ

の
支
援

　
中
山
間
地
対
策
や
郊
外
住
宅
団
地

の
活
性
化
な
ど
地
域
課
題
解
決
の
た

め
に
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
・
実
施

す
る
地
区
社
協
に
対
し
、
先
駆
的
な
取

り
組
み
の
紹
介
や
実
践
地
区
と
の
情

報
交
換
の
場
づ
く
り
等
を
実
施
し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

福
祉
施
設

N
P
O

な
ど

継
続
実
施

市
社
協
基
金

共
同
募
金
（
地
域

テ
ー
マ
募
金
）

◎

新 た な さ さ え あ い の 取 り 組 み を 生 み だ そ う

地
区
社
協
等
が
実
施
す
る
先
駆
的
・
開
拓
的
取
り
組
み
へ
の

支
援
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

区
社
協
地
域
福
祉
活

動
第
7
次
3
か
年
計
画

に
基
づ
い
た
事
業
の
推

進

　
平
成
2
9
年
度
に
策
定
し
た
区
社
協
地

域
福
祉
活
動
第
7
次
3
か
年
計
画
に
基

づ
き
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

区
社
協

区
民
児
協

区
町
内
会
連
合

会 地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

区
役
所
関
係
課

な
ど

継
続
実
施

市
補
助
金

市
受
託
金

市
社
協
基
金

共
同
募
金

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
等
）

◎

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
の
策
定
及
び
取
り
組

み
へ
の
支
援

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
・
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
区
社
協
の
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
を
支
援
し

ま
す
。

　
１
次
プ
ラ
ン
未
策
定
の
地
区
社
協
へ

は
、
策
定
の
支
援
を
行
い
、
全
て
の
地

区
社
協
で
１
次
プ
ラ
ン
策
定
を
目
指
し

ま
す
。

　
策
定
済
み
の
地
区
社
協
へ
は
、
プ
ラ

ン
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
推
進
の
支
援

や
、
２
次
プ
ラ
ン
の
策
定
を
支
援
し
ま

す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

地
域
起
こ
し
推
進

課 な
ど

継
続
実
施

市
社
協
基
金

◎

地
区
社
協
の
活
動
体

制
の
強
化

　
地
区
社
協
の
人
材
育
成
や
体
制
整

備
を
通
し
て
、
継
続
的
か
つ
安
定
的
な

地
区
社
協
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

継
続
実
施

市
補
助
金

◎

市
・
区
社
協
組
織
体
制

の
見
直
し

　
市
・
区
社
協
の
効
率
的
な
組
織
運
営

や
有
効
な
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

市
社
協

区
社
協

検
討

検
討

検
討

◎

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

活
　
動
　
年
　
次

計 画 を た て よ う 、 す す め よ う 組 織 を 強 化 し よ う

財
　
　
源

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

基
本
目
標
：
「
第
３
の
柱
」
　
活
動
を
す
す
め
る
体
制
を
強
化
し
よ
う

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
策
定
支
援
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

地
域
福
祉
推
進
委
員

の
複
数
設
置
や
福
祉

委
員
の
設
置
の
推
奨

　
地
域
福
祉
推
進
委
員
の
複
数
設
置

や
福
祉
委
員
の
設
置
を
進
め
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
推
進
を
図
り

ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

継
続
実
施

市
社
協
基
金

◎

地
域
福
祉
活
動
の
担

い
手
の
発
掘
、
参
画
の

仕
組
み
づ
く
り
の
支
援

　
地
区
社
協
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
研
修

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催
等

を
支
援
し
、
新
た
な
参
加
者
の
発
掘
や

活
動
の
参
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

な
ど

検
討

実
施

市
補
助
金

◎

地
域
活
動
の
担
い
手

養
成
講
座
の
開
催

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
地
域
行

事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
活
動
の

担
い
手
を
発
掘
・
養
成
す
る
た
め
、
地

区
社
協
と
連
携
し
て
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

地
区
民
児
協

町
内
会
連
合
会

な
ど

検
討

実
施

市
補
助
金

◎

区
社
協
事
務
局
職
員

の
職
場
内
研
修
及
び

職
場
外
研
修
へ
の
参

加

　
職
場
内
研
修
（
O
J
T
）
の
実
施
や
職

場
外
研
修
へ
の
職
員
参
加
を
す
す
め
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

市
社
協

区
社
協

継
続
実
施

◎

地
域
福
祉
活
動
の
担
い
手
の
育
成
・
拡
大

職
員
の
資
質
向
上

取 り 組 み に 参 加 す る 人 を 増 や そ う
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具
体
的
な
取
り
組
み

[実
施
事
業
項
目
]

推
進
団
体

連
携
機
関
・
団
体

３
０
年
度

３
１
年
度

３
２
年
度

進
め
て

い
く
こ
と

取
り
組
み
の
内
容

実
施
機
関
・
団
体
等

活
　
動
　
年
　
次

財
　
　
源

市
域

共
通

佐
伯
区

独
自

地
区
社
協
活
動
拠
点

の
設
置
支
援

　
市
社
協
助
成
事
業
（
地
区
社
協
活
動

拠
点
づ
く
り
応
援
助
成
）
や
区
社
協
助

成
事
業
の
活
用
等
に
よ
り
、
地
区
社
協

活
動
拠
点
の
新
規
設
置
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

地
域
起
こ
し
推
進

課 公
民
館

な
ど

継
続
実
施

市
社
協
基
金

自
主
財
源
（
善
意

銀
行
）

◎

地
区
社
協
活
動
拠
点

の
取
り
組
み
拡
充
の
支

援

　
地
区
社
協
活
動
拠
点
が
「
地
域
住
民

の
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
」
と

な
る
よ
う
検
討
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
広

め
ま
す
。

区
社
協

地
区
社
協

検
討

実
施

◎

賛
助
会
費
、
寄
附
金
の

募
集
拡
大

　
広
報
紙
、
区
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
等
、
賛
助
会
費
、
寄
附
金
の
拡
充

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

区
社
協

検
討

検
討

実
施

◎

事
業
見
直
し
等
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保

　
経
費
削
減
や
既
存
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な
げ
ま

す
。

区
社
協

検
討

実
施

◎

共
同
募
金
（
地
域
テ
ー

マ
募
金
）
の
活
用
促
進

　
地
区
社
協
等
が
課
題
解
決
の
た
め

の
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
・
実
施
す

る
際
に
、
財
源
と
し
て
共
同
募
金
（
地
域

テ
ー
マ
募
金
）
の
活
用
促
進
を
図
り
ま

す
。

区
社
協

継
続
実
施

◎

財 源 を 作 ろ う

取 り 組 み の た め の

地
区
社
協
活
動
拠
点
の
整
備
・
活
用
促
進

機 能 を 強 め よ う

拠 点 を 設 け よ う
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地域・地区社協の取り組み、望まれる取り組み
佐伯区社協の取り組み
（第７次３か年実施計画）

広島市社協の取り組み
（第８次３か年実施計画）

第１の柱

・高齢者を対象としたふれあい・いきいきサロン（高齢者 ・高齢者交流サロンやいきいき百歳体操（地域介護予防拠 ・ふれあい・いきいきサロン設置推進事業の推進支援

　交流サロンの）取り組み拡充 　点）の取り組み拡充の推進

・いきいき百歳体操（地域介護予防拠点）の取り組み拡充 ・老人いこいの家の利用促進☆

・障害のある方や子育て中の親子を対象にしたサロンの開設 ・障害のある方や子育て中の親子を対象にしたサロンなど

※高齢者いきいき活動ポイント事業を活用し、参加者の拡充 　各種ふれあい・いきいきサロンづくりの支援

　を図っていく ◇当事者活動の支援

　・当事者・家族の主体的活動の協力支援

・地区ボランティアバンクの運営 ・地区ボランティアバンク活動の推進支援 ・地区ボランティアバンク活動の推進支援

・区ボランティアセンターとの連携 ◇ボランティア活動の推進 ◇ボランティア活動の推進

　・新たな社会的課題に対応するためのボランティアの養成 　・新たな社会的課題に対応するためのボランティアの養成

　・区ボランティアセンターの活用促進☆ 　・地区社協、ボランティアグループ、ＮＰＯなど様々な

　・若年層・壮年層のボランティア活動の取り組み活性化の 　　福祉実践団体への支援

　　検討 　・壮年層のボランティア意識の醸成や学生の福祉活動への

　　参画の推進

　・企業の社会貢献活動への働きかけと活動場面の開拓

　・ボランティアグループ立ち上げ応援助成事業の継続実施

・やさしさ発見プログラム事業を活用した福祉・ボラン ・やさしさ発見プログラム事業を活用した福祉学習の ＜福祉教育による地域づくりの推進＞

ティア学習会・講座・研修の実施 　開催支援 　・やさしさ発見プログラムの実施団体の拡充

・各種ボランティア講座の開催☆ 　・福祉体験学習プログラムの開発

・ボランティアグループの研修活動等への支援☆ 　・障害者理解の促進

　・認知症理解の促進

・地区社協広報紙の発行 ・広報紙の発行 ◇福祉情報の発信

・地区社協ホームページの開設・運営 ・区社協ホームページの活用 　・ホームページの活用

・町内掲示板の活用 ・「やるき・げんき・さえき祭り」の開催☆ 　・広報紙の発行

・公民館だよりとの連携 　・社会福祉法人による地域貢献の取り組みの広報

・新聞やコミュニティ紙などマスメディアの活用 ◇災害・防災意識の醸成

・敬老会、ふれあい祭り等イベントの開催 　・8.20広島豪雨災害の継承

☆は、佐伯区社協独自の取り組み

広島市佐伯区社協地域福祉推進第７次３か年計画　　体系図

ささえあいの取り組みを広めよう（情
報を発信しよう）

目標に向
かって進
めていく
３つの柱

行き場づくり・交流の場づくりを通し
て、つながりづくりを進めよう

助
け
合
い
・
さ
さ
え
あ
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

＜　基　本　理　念　＞　　　　　　　すべての人に居場所や役割があり、多様性を認め合い、支え合いのあるまちをつくろう。

助け合い・ささえあいの取り組みを推
進し、広げよう

具　　　　　体　　　　　的　　　　　な　　　　　取　　　　　り　　　　　組　　　　　み

ささえあいの考え方を学ぶ機会を設
けよう

進めていくこと
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地域・地区社協の取り組み、望まれる取り組み
佐伯区社協の取り組み
（第７次３か年実施計画）

広島市社協の取り組み
（第８次３か年実施計画）

目標に向
かって進
めていく
３つの柱

具　　　　　体　　　　　的　　　　　な　　　　　取　　　　　り　　　　　組　　　　　み

進めていくこと

第２の柱
・近隣ミニネットや高齢者地域支え合い事業、避難行動 ・近隣ミニネットや高齢者地域支え合い事業、避難行動 ◇地区社協福祉のまちづくりの総合的な推進事業の支援

　要支援者避難支援事業による目配り・気配り・支えあい 　要支援者避難支援事業による目配り・気配り・支えあい （近隣ミニネット、ふれあい・いきいきサロン、ボラン

　活動 　活動の推進支援 　ティアバンク）

・配食訪問活動（まごころ弁当）の実施 ・配食訪問活動（まごころ弁当）の推進支援☆ 　・高齢者地域支え合い事業等他の施策や取り組みを活用

・ふれあい・いきいきサロン参加者の会話からのニーズ 　　した「福祉のまちづくりのあり方」の検討

　キャッチ ◇くらしサポートセンターの取り組み推進 ◇広島市くらしサポートセンターの取り組み推進

・地区社協活動拠点（ボランティアバンク）での相談受付 ◇「いじめ・虐待１１０番」の取り組み推進☆ 　・くらしサポートセンターの全区展開

　・さまざまな相談機関・事業所・団体との連携・協働

・近隣ミニネットや高齢者地域支え合い事業、避難行動 ・近隣ミニネットや高齢者地域支え合い事業、避難行動 ◇地区社協福祉のまちづくりの総合的な推進事業の支援

　要支援者避難支援事業による目配り・気配り・支えあい 　要支援者避難支援事業による目配り・気配り・支えあい （近隣ミニネット、ふれあい・いきいきサロン、ボラン

　活動 　活動の推進支援 　ティアバンク）

・地区ボランティアバンクによる助けあい活動 ・地区ボランティアバンクによる助けあい活動の推進支援

◇災害時要援護者支援ネットワークづくり ◇災害ボランティア活動への参加意識の醸成と体制整備

・災害等緊急時の支援体制づくり 　・災害等緊急時の支援体制づくりの支援 　・市災害ボランティアセンターの体制づくり

・災害被災者援助活動（災害発生時） 　・区災害ボランティアセンターの体制づくり 　・災害ボランティア活動の啓発

◇福祉サービス利用援助事業（かけはし）への協力 ◇福祉サービス利用援助事業（かけはし）の推進

◇成年後見事業（こうけん）への協力 ◇成年後見事業（こうけん）の推進

　・市民後見人等権利擁護の担い手の養成、活動支援

・ふれあい・いきいきサロンの取り組みの拡充 ・ふれあい・いきいきサロンの取り組み拡充の支援 ・ふれあい・いきいきサロン設置推進事業

※高齢者交流サロンやいきいき百歳体操（地域介護予防拠 ・ふれあいいきいきサロン開設助成金の交付☆

　点）の取り組み拡充 ◇当事者の参加と参画応援

・障害のある人、認知症高齢者等を支え合える地域づくり ・障害のある人、認知症高齢者等を支え合える地域づくりの 　・福祉教育のゲストティーチャーとしての当事者参加促進

　支援 　・障害のある人、認知症高齢者等、当事者どおしの仲間

◇当事者活動の支援 　　づくりの推進

　・当事者・家族の組織化支援と主体的活動の協力支援 　・当事者の地域活動への参加・参画の推進

◇多様なつなぎ、プラットフォーム、ネットワークづくりの

◇福祉施設や大学等と連携した取り組みの推進 　推進

　・福祉施設と連携した取り組みの検討・推進☆ ◇社会福祉法人と連帯した地域貢献の推進

　・区内大学と連携した取り組みの検討・推進☆ 　・社会福祉法人が連帯して取り組む地域貢献推進委員会

　　の設置

◇新たな地域課題への取り組みの実施 ◇地区社協等が実施する先駆的・開拓的取り組みへの支援 ◇先駆的・開発的取り組みの把握と活動支援

　・小・中学生の学習支援やこども食堂など子の育ちの支援 　・子どもの育ちの取り組みへの支援 　・子どもの育ちの支援

　　の取り組み

　・交通問題や買い物困難者への支援などの取り組み 　・交通問題（移動支援・買物支援）の取り組みへの支援☆ 　・ひろしまの地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業の

　　実施

　・中山間地対策や郊外住宅団地の活性化などの取り組み 　・中山間地対策や郊外住宅団地の活性化などの取り組み

　　への支援☆ ◇地域包括ケアシステムへの参画

　※ひろしまの地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業の 　・生活支援体制整備事業、介護予防・日常生活支援総合

　　活用 　　事業を活用した新たな社会資源の開発の検討

☆は、佐伯区社協独自の取り組み

問題が潜在化しない取り組みをすす
めよう

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
さ
さ
え
よ
う

ささえあいの取り組みをすすめよう

ささえあいの輪づくりを支援しよう

新たなささえあいの取り組みを生み
だそう
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地域・地区社協の取り組み、望まれる取り組み
佐伯区社協の取り組み
（第７次３か年実施計画）

広島市社協の取り組み
（第８次３か年実施計画）

目標に向
かって進
めていく
３つの柱

具　　　　　体　　　　　的　　　　　な　　　　　取　　　　　り　　　　　組　　　　　み

進めていくこと

第３の柱
・福祉のまちづくりプランの策定 ・区社協地域福祉活動第7次3か年計画に基づいた事業の ・市社協地域福祉推進第8次3か年計画に基づいた事業の推進

・福祉のまちづくりプランに基づいた取り組みの実施 　推進☆ ・区社協地域福祉活動第7次3か年計画に基づいた事業推進の

・福祉のまちづくりプラン（2次プラン以降）の策定 ◇福祉のまちづくりプランの策定支援 　支援

　・福祉のまちづくりプランの策定及び取り組みへの支援 ◇福祉のまちづくりプランの策定支援

　・地区社協福祉のまちづくりプランの策定及び取り組みへ

　　の支援

・地区社協の実践機能、連絡調整機能、企画立案機能の ◇地区社協の活動体制の強化 ◇地区社協の活動体制の強化

　強化

◇市・区社協組織体制の見直し ◇市・区社協組織体制の見直し

　・市・区社協組織の効率的運営と事業間連携のための組織

　　再編

　・市・区社協の事務・事業及び法人のあり方の検討

・「地域活動の担い手」の発掘、育成 ◇地域福祉活動の担い手の育成・拡大 ◇地域福祉活動の担い手の育成・拡大

・地域福祉推進委員の複数設置や福祉委員の設置推進 　・地域福祉推進委員の複数設置や福祉委員の設置の推奨 　・地域福祉推進委員の複数設置や福祉委員の設置の推奨

・ボランティア養成講座や福祉のまちづくり研修会の開催 　・地域福祉活動の担い手の発掘、参画の仕組みづくりの 　・地域福祉活動の担い手の発掘、参画の仕組みづくりの

　　支援 　　提案

　・地域活動の担い手養成講座の開催 ◇シニア層の活動者の拡充

　・広島市シニア大学・大学院の受講生の活動の場づくり

　・広島市シニア応援センターによる活動支援

◇職員の資質向上 ◇職員の採用と育成

　・区社協事務局職員の職場内研修及び職場外研修への 　・職員採用方法の見直し

　　参加 　・研修体系の見直し、改善

・地区社協活動拠点の新規設置 ◇地区社協活動拠点の整備・活用促進 ◇地区社協活動拠点づくりの推進

・地区社協活動拠点の取り組み拡充 　・地区社協活動拠点の設置支援 　・地区社協活動拠点設置の支援

　・地区社協活動拠点の取り組み拡充の支援 　・地区社協活動拠点の機能強化の支援

　・地区社協活動拠点づくり応援助成事業

◇市総合福祉センターの利用促進

・世帯会費の確保 ・賛助会費、寄附金の募集拡大☆ ◇共同募金活動の推進

・共同募金活動の推進 ・事業見直し等による自主財源の確保☆ ◇自主財源（賛助会費・まごころ銀行等）の確保による

・共同募金（地域テーマ募金）の活用 ・共同募金（地域テーマ募金）の活用促進☆ 　自主事業の推進

・香典返し等寄附金の醸成 　・賛助会員加入者・加入企業の拡大

・バザー等新たな財源確保 　・基金の有効活用

・各種財団助成の活用 　・まごころ銀行の有効活用の検討

　・地区社協活動拠点づくり応援助成事業及びひろしまの

　　地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業の継続実施

　・新たな財源確保の検討

☆は、佐伯区社協独自の取り組み

活
動
を
す
す
め
る
体
制
を
強
化
し
よ
う

≪あつめる・高める≫

拠点を設けよう、機能を強めよう

取り組みのための財源を作ろう

取り組みに参加する人を増やそう

組織を強化しよう

計画をたてよう、すすめよう
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佐伯区社協地域福祉活動第６次5か年計画の総括 

 

 

Ⅰ．計画の目標 

「佐伯区社協地域福祉活動第６次５か年計画」の目標は、広島市域社協（市社協・区社協・

地区社協）が、地域福祉を推進していく上での共通目標として設定し、それぞれの役割・機能

を分担し、また協働しながら推進することを念頭に設定しました。 

 

１．計画のスローガン 

『みんなでつくる ささえあいのまち』 

 

 ２．広島市域社協の共通計画目標（理念） 

   『地域で安心して暮らせるために、住民一人ひとりが主役となった 

          「ささえあいのまち」をつくること』 

 

 

Ⅱ．計画の到達点と課題 

「佐伯区社協地域福祉活動第６次５か年計画」は、全市共通の実施計画に佐伯区固有の独自

事業を加え、大きく３つの柱、（１）「たすけあいのまちをつくろう」、（２）「一人ひとり

の暮らしをささえよう」、（３）「活動を進める体制を強化します」で構成しています。 

 それぞれの柱に基づき、活動・事業内容に関連づけて計画の到達点や課題について総括しま

した。 

 

 

第１の柱「たすけあいのまちをつくろう」 キーワード《つながる・たすけあう》 

（１）小地域福祉活動の推進 

 ＜地区社協の活動体制の強化＞ 

  平成２８年度から区社協事務局長、主任以外に地区社協担当主事（他業務と兼務）を配置

することにより、地区社協の取り組み支援を強化しました。また、平成２９年度から本格実

施となった「介護予防・日常生活支援総合事業」の取り組みを推進するため、「生活支援コ

ーディネーター」を新規設置し、地区社協の実情や地域課題の把握等を始めたところです。 

  今後は、地域課題を解決するための社会資源が地域に無かった場合には、課題に対応する

ための取り組みを、区社協、地域包括支援センター、行政関係課等が地域住民の方々と一緒

に創り上げていくことが重要となってくると思われます。 
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 ＜地域福祉活動の担い手の拡大＞ 

  平成２９年度から地域福祉推進委員の複数設置を進めており、これまでの地区社協と区社

協をつなぐ役割や、地区社協の取り組みを企画実施する機能等に加え、地域の課題を発信し

ていく役割が期待されています。（平成２９年度６地区で複数設置）そのため、市社協にお

いて地域福祉推進委員の体系的な研修プログラムを策定し、平成２８年度から市社協・区社

協の共催により隔年で研修会を開催しています。 

  福祉委員の位置付け・役割整理及びモデルづくりについては実施出来ていませんが、平成

２８年度市社協が実施した「地区社協役員等実践講座」において実践報告があり、さまざま

な地域の取り組みの担い手として期待が高まっています。 

 

 ＜福祉のまちづくり事業の推進＞ 

  「新・福祉のまちづくり総合推進事業」の３つの柱「近隣ミニネットワークづくり推進事

業」「ふれあい・いきいきサロン設置推進事業」「地区ボランティアバンク活動推進事業」

については、それぞれの地域において取り組みが拡充するよう支援しました。 

  また、「近隣ミニネットワークづくり推進事業」と「高齢者地域支え合い事業」及び「避

難行動要支援者避難支援事業」、「ふれあい・いきいきサロン設置推進事業」と総合事業に

おける「地域高齢者交流サロン」、「地区ボランティアバンク活動推進事業」と総合事業に

おける「住民主体型生活支援訪問サービス」など他の事業と絡め、活動の活性化を図った地

区社協もありました。 

 

 ＜福祉のまちづくりプランの策定支援＞ 

  全ての地区社協で策定を目指している１次プランについては、１６地区社協中１５地区社

協において策定完了となっています。２次プランについては、５地区社協において策定完了

または策定中です。１次プランの策定完了となっていない地区社協への支援を継続する必要

があります。 

 

 ＜地区社協活動拠点の整備・活用促進＞ 

  市社協において平成２９年度に「地区社協活動拠点づくり応援助成事業」が創設される等、

活動拠点の設置促進を図った結果、平成２５年度から２９年度の期間で新たに５地区社協に

おいて拠点が開設され、１１地区社協において拠点が設置されています。今後は、全地区社

協への拠点設置を目指し、未設置地区社協への設置支援を継続しつつ、拠点設置の地区社協

については拠点の有効活用について、地域の実態に合わせて検討する必要があります。 

 

 ＜新たな地域課題に取り組む地区社協活動の支援＞ 

  市社協において平成２９年度に「ひろしまの地域福祉推進“チャレンジ応援”助成事業」 

 が創設され、広島市民による先駆的・開発的な取組みを支援する事業を開始しました。 

  また、美鈴が丘地区において平成２７年１０月から取り組まれている「巡回乗合タクシー」

等、地域課題解決のための取り組みの活動支援や地区社協どおしの情報交換の場の設定等、

地区社協の取り組みが広がっていくよう活動しました。 
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 ＜地区社協関係者研修会の開催＞ 

  市社協・区社協において地区社協役員等を対象にした研修会を開催し、地域福祉活動の実

践につなげました。 

 

 ＜福祉委員の設置促進＞ 

  区社協において、平成２５年度に福祉委員の活動をテーマとした研修会を開催し、見守り

活動やふれあい・いきいきサロン等地域のさまざまな取り組みの担い手として、福祉委員の

設置促進を図りました。 

 

 ＜地区社協配食訪問（まごころ弁当）活動の推進＞ 

  佐伯区内１６地区社協中１４地区社協において取り組まれている「まごころ弁当」につい

て、区社協自主財源からの助成金交付や地域福祉推進委員連絡会等において情報交換等を行

い、活動推進につなげました。 

 

 ＜地域包括支援センターとの連携＞ 

  地域包括支援センターが事業推進を図っている「高齢者地域支え合い事業」「地域介護予

防拠点整備促進事業」について、「近隣ミニネットワークづくり推進事業」「ふれあい・い

きいきサロン設置推進事業」との関係性の整理や、「高齢者地域支え合い事業」準備会等の

会議に区社協職員が参加する等、地区社協の取り組み推進を区社協・地域包括支援センター

が連携して行うことに努めました。 

 

 ＜施設・団体等との協働による福祉のまちづくりの推進＞ 

  市社協において平成２７年度に「地域貢献事業検討委員会」が設置され、施設の地域貢献

の取り組みについて検討した結果、平成２９年３月に「提案書」として取りまとめられまし

た。その提案書に基づき、各社会福祉法人に「地域貢献推進担当者」を配置し、広島市域の

社会福祉法人が連帯して地域貢献事業を進める等地域と協働した取り組みが今後展開され

る見込みです。 

 

（２）福祉教育の推進 

 ＜地域で進める子どもから大人までの学び＞ 

  「やさしさ発見プログラム事業」は、小学校の活用は多いが、中学校や企業、地域団体の

活用は少ないため、活用促進のための広報活動を継続していく必要があります。 

  効果的な学習プログラムの開発については、子育て支援団体等と協働し、「子育て支援」

をテーマにした学習プログラムの開発を行っています。 

 

 ＜福祉教育推進のための環境整備＞ 

  福祉学習を進める福祉活動体験学習サポーターの養成については、点字・手話等活動中の

ボランティアを対象にして市社協において開催されました。 
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  教員向けの研修会については、市社協において開催していましたが、参加者の減少が続い

たため見直しを行い、企業の社会貢献担当者を対象にした講座を平成２９年度に開催してい

ます。 

 

 ＜ヤングボランティアスクールの開催＞ 

  高校生・大学生等若い方々がボランティア活動を始めるきっかけづくりとして夏休み期間

に開催し、毎年２０名前後の参加がありました。なお、「ヤングボランティアスクール」に

参加した学生のうち数名はボランティア活動につながっています。 

 

 ＜福祉・健康フェスタの開催＞ 

  地域福祉・ボランティア活動等への理解と関心を深めるためフェスタを開催しました。な

お、平成２８年度から「やるき・げんき・さえき祭り」と名称を変更し、より多くの区民の

方に参加いただけるよう工夫を図っています。 

 

（３）たすけあう活動の推進と発信 

 ＜ボランティア活動の推進＞ 

  ボランティアきっかけ講座や手話・点訳・音訳・要約筆記等技術系ボランティア入門講座

等を開催し、新たなボランティアの発掘や育成を図りました。 

  ボランティアコーディネーターの育成については、研修会に参加する等研鑽に努めました。 

 

 ＜企業等の社会貢献活動の支援＞ 

  市社協において企業のボランティア活動希望や福祉体験学習の調整を行いました。 

  「８．２０広島豪雨災害」において、多くの企業からの支援がありましたので、そのつな

がりを日常活動につなげていくことが必要となっています。 

 

 ＜福祉入門講座の開催＞ 

  平成２６年度に福祉入門講座を開催し、福祉や地域活動の啓発を図りました。 

平成２７年度からはボランティアきっかけ講座を開催し、ボランティア活動者の裾野を広

げる活動を行いました。 

 

 ＜ボランティアグループ便覧の発行＞ 

  ボランティアセンター登録グループ及び地区社協のボランティア活動を紹介する「ボラン

ティアグループ活動集」を平成２５年度に作成しました。 

 

 ＜区ボランティアセンター運営委員会の活性化＞ 

  「福祉・健康フェスタ」の開催等により、平成２４年１月にオープンした佐伯区ボランテ

ィアセンターの周知を図ることに併せ、区ボランティアセンター運営委員会、区ボランティ

アグループ連絡会から意見をいただき、区ボランティアセンターの活性化に努めました。 
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  また、区ボランティアセンター運営委員会の委員構成の見直しを行い、運営委員会の活性

化につなげました。 

 

 ＜ボランティアグループの交流会・研修会の開催＞ 

  ボランティアグループ同士のつながりを深めるため、区ボランティアグループ連絡会と共

催でボランティアグループ交流会や研修会を開催しました。 

 

 ＜災害ボランティアセンターの体制づくり＞ 

  災害発生に備え、「区災害ボランティアセンター開設・運営シミュレーション」を市社協

と共催で平成２５年度に開催しました。 

  平成２６年度に発生した「８．２０広島豪雨災害」での被災者支援活動を踏まえ、「区災

害ボランティアセンターマニュアル」の見直しを市社協が行いました。また、区災害ボラン

ティアセンター設置候補場所の確認を毎年区役所関係課と行うことにより、顔の見える関係

づくりを図っています。 

  また、平成２９年度広島市総合防災訓練においてボランティアセンター運営訓練が佐伯区

で初めて開催されましたが、広島市防災士ネットワークと協働して実施し、災害発生時のボ

ランティア受入・マッチング等について検証を行いました。 

 

 ＜地域福祉活動や福祉情報の発信＞ 

  より多くの区民に福祉情報が届くよう、区社協広報紙「ささえあい」「ボランティア伝言

板」による情報発信や区社協ホームページを活用した情報発信に努めました。 

  また、先駆的な事例等地域での福祉活動の取り組みを広げていくため、市社協主催で実践

発表会を開催しました。 

 

 ＜広報紙の発行＞ 

  区社協広報紙「ささえあい」や「ボランティア伝言板」を発行し、地域での取り組みやボ

ランティアに関する情報発信を行いました。 

  「ボランティア伝言板」については、年６回発行から年４回発行に変更し、出来るだけタ

イムリーな情報を伝えられるよう工夫しました。 

 

 ＜地区社協便覧の充実＞ 

  平成２５年度から「地区社協情報シート」を作成しており、これにより地区社協の全体像

や取組状況が把握できるようになったため、地区社協便覧の作成については見送りました。 

 

 

第２の柱「一人ひとりの暮らしをささえよう」 キーワード《うけとめる・つなぐ》 

（１）相談援助機能の強化 

 ＜相談機能の強化とニーズ把握＞ 

  生活困窮者への相談窓口として平成２６年９月「くらしサポートセンター」が市社協に設
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置されました。生活困窮者自立支援法が平成２７年４月に施行されたことを受け、平成２７

年７月から本部に加え３つのサブセンターが開設され、佐伯区社協内に西部サブセンターが

開設されました。区社協としては、西部サブセンターと連携し、生活困窮者の自立に向けた

相談援助に取り組んでいます。 

 

 ＜さまざまな生活課題のある人への支援＞ 

  生活困窮者等さまざまな課題を抱えた方への相談支援を区役所関係課等と連携しながら

本人が課題解決を行なえるよう支援を行いました。 

 

 ＜車いすの貸出事業の実施＞ 

  区社協において車いすの貸出事業を継続して行いました。また、新たに設置された地区社

協拠点に車いすを設置いただき、車いすが必要な方がより身近な地域で借りられるよう努め

ました。 

 

 ＜障害高齢者、障害児者の会、共同作業所の催しの支援＞ 

  在宅障害者「青年教室」や知的障害児「季節行事」等を開催し、障害のある方の余暇生活

が豊かになるよう支援しました。 

  区内の共同作業所や高齢者福祉施設等において行事を開催する際に、ボランティア調整を

行う等行事開催の支援を行いました。 

 

 ＜常設親子交流の場の支援＞ 

  地域福祉センター６階で開催されている常設子育てオープンスペース「おやこっこさえき」

の運営協議会への参画等を通して、運営支援を行いました。 

 

 ＜要介護高齢者や家族の学習会の支援＞ 

  「佐伯区世界アルツハイマーデー記念講演会」の開催支援等「認知症の人と家族の会」の

活動を区健康長寿課と共に支援しました。 

 

（２）権利擁護の推進 

 ＜福祉サービス利用援助事業（かけはし）の推進＞ 

  ホームページ、広報紙に事業紹介を行う等、区民に向けた啓発活動を行いました。 

  また、地域ケア会議、地域包括支援センター連絡会議等において事業説明を行い、関係機

関・団体に周知を図りました。 

  市社協において事業マニュアルが作成され、契約までの手順等事業の進め方について各区

社協の共通化を図りました。 

 

 ＜成年後見事業（こうけん）の推進＞ 

  市社協において、平成２９年度に市民後見人養成研修会を開催し、「こうけん」及び「か

けはし」の担い手の養成を図りました。 
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（３）支えあいの輪づくりの支援 

 ＜高齢者・男性等社会参加の促進支援＞ 

  社会的孤立にある人への社会参加促進については、当事者グループを紹介する等の取り組

みを行いました。 

また、平成２９年９月から「高齢者いきいき活動ポイント事業」が実施され、高齢者の社

会参加を促進する行政施策が始まっています。今後は、この施策を有効活用した更なる促進

方法を検討する必要があります。 

 

 ＜当事者・家族の組織化と主体的活動の支援＞ 

  「認知症の人と家族の会」や「育成会」、「視覚障害者グループ」、「車いすユーザーの

つどい」等の活動について、定例会の開催支援や行事開催時のボランティアの調整などを行

い、当事者・家族の会の活動が円滑に行えるよう支援しました。 

 

 ＜関係機関・団体とのネットワークづくりの推進＞ 

  平成２７年度から、いじめ・虐待のない社会の実現を目指し、区社協と区民児協が連携し

て「いじめ・虐待１１０番」の活動を開始し、児童・障害者・高齢者等への虐待防止の啓発

活動を行っています。 

 

（４）新たな仕組みづくりの推進 

 ＜子どもの育ちの支援＞ 

  市社協において「子どもの育ちの支援について検討する問題別委員会」が設置され、子ど

もの貧困への支援等、子どもの健やかな育ちを支援する地域づくりについて検討されました。 

  また、平成２７年度に「学習支援」の取り組みについての実践講座、平成２８年度に「子

ども食堂」に関する研修会を市社協が実施し、子どもの育ちの支援の取り組みが地域に広が

っていくことが期待されています。 

 

 ＜児童の虐待に関する地域における通報の推進＞ 

  平成２７年度から開始した「いじめ・虐待１１０番」の取り組みについては、虐待の早期

発見の「目」「気づき」を増やすことを目的として、児童・障害者・高齢者の３分野の虐待

防止に関する研修会を開催しています。実勢に通報まで至った虐待ケースはまだ無いのです

が、啓発活動を継続することによって、いじめ・虐待のない地域づくりを目指していきます。 

 

 ＜多様な生活課題への対応＞ 

  生活困窮者への相談窓口として平成２６年９月「くらしサポートセンター」が市社協に設

置され、平成２７年７月から本部に加え３つのサブセンターが開設され、佐伯区社協内に西

部サブセンターが開設されています。この「くらしサポートセンター」が相談対応した内容

として、高齢者の就労支援が多かったことを踏まえ、市社協において平成２８年１２月に「広

島市シニア応援センター」が開設され、元気で活動的な高齢者の就労支援や社会参加・生涯

学習、生活相談等を実施しています。 
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 ＜中山間地域や郊外住宅団地、都市部の生活問題への対応＞ 

  市社協において「郊外住宅団地活性化研究会」への参画や「地域の足づくり（移動困難者

の支援）」「買い物困難者への支援」をテーマにした実践講座を開催し、先駆的に「巡回タ

クシー」を運行している地区社協からの実践報告等をとおして、取り組みが広がるよう図り

ました。 

  区内では美鈴が丘地区において平成２７年１０月から「巡回乗合タクシー」の取り組みが

始まっており、共同募金（地域テーマ募金）の活用や他地域の情報提供等支援を行っていま

す。 

 

 

第３の柱「活動をすすめる体制を強化します」 キーワード《あつめる・高める》 

（１）組織・財政の強化 

 ＜既存財源（住民会費・賛助会費・善意銀行・共同募金等）の強化と有効活用＞ 

  平成２５年度から平成２８年度までの住民会費等の実績は次の通り。 

                                      単位：円 

年  度 住民会費 賛助会費 善意銀行（寄付金） 

平成２５年度 ４，５３５，０４０ １３６，０００ １，７００，９２６ 

平成２６年度 ４，５１９，６４０ １０７，０００ ７４２，４８０ 

平成２７年度 ４，４７６，９２０ １３０，０００ ８７２，０６４ 

平成２８年度 ４，４７１，４８０ １８３，０００ ２４７，８００ 

 

  住民会費については、町内会加入世帯数に応じた会費納入となっているため、町内会加入

世帯が減少している影響により減少傾向となっています。地域組織の基盤である町内会の加

入促進について、町内会連合会等とともに検討する必要があると思われます。 

  賛助会費については、賛同いただく個人・企業・団体が少しづつではありますが増加して

きておりますので、今後も賛同者を増やしていく活動が必要です。 

  寄付金については、「家族葬」を実施される方が増えているため香典返しによる寄付は減

少していますが、広報紙等を活用したPRを継続していく必要があります。 

 

 ＜新たな財源確保の検討＞ 

  市社協において検討する予定であったが実施できていません。 

 

 ＜組織の効率的運営についての検討＞ 

  市・区社協により、適正な人員配置と事業体系の見直し、役割分担について検討を行って

いますが、結論には至っていません。 
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（２）職員体制の整備・強化 

 ＜人材の確保＞ 

  市社協において、福祉サービス利用援助事業の専門員の増員や成年後見事業担当者の正規

職員化が行われる等職員体制の整備が図られました。 

  また、平成２９年度から本格実施となった「介護予防・日常生活支援総合事業」の取り組

みを推進するため、区社協に１名の「生活支援コーディネーター」を新規設置しています。 

 

 ＜研修体系の整備＞ 

  平成２５年度から市社協総務課庶務係に研修担当職員が配置され、研修体系の整備を行い、

職場内外での研修計画を立て実施しています。 
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佐伯区社協地域福祉活動第７次３か年計画への意見聴取結果について 

 

 区内のさまざまな団体から区社協と連携して取り組みたい活動などの意見を伺うた

め、佐伯区社協の理事(16)、監事(3)、評議員(41)、ボランティアセンター運営委員

(15)、地区社協地域福祉推進委員(16地区)にワークシートによる意見提出をお願い

したところ、37名から回答があり、回答率は37／84（7名重複あり）＝44％と多

くの方からご意見をいただきました。 

 ご提出いただいたご意見は、回答者が所属する団体やお住まいの地域をより良くす

るために取り組みたいテーマが挙げられており、区社協としてより一層、地区社協や

地区民児協、町内会連合会等区内の各種団体と連携して、佐伯区にお住まいの方々が

「笑顔」にあふれ、「安心・安全」に、人と人とが「つながる」ため、取り組みを広

げていく必要性を強く感じたところです。 

 以下は、ご提出いただいたご意見を「地域（概ね小学校区域まで）で取り組みたい

テーマ」「区域で取り組みたいテーマ」「その他」で分類し、主な取り組み内容ごと

に取りまとめた一覧になります。 
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佐
伯
区
社
会
福
祉
協
議
会
「
地
域
福
祉
活
動
第
７
次
３
か
年
計
画
」
策
定
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
取
り
ま
と
め

■
地
域
（
概
ね
小
学
校
区
域
ま
で
）
で
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

1
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

高
齢
者
の
交
流
組
織
と
拠
点
づ
く
り

1
0
0
歳
体
操
教
室
の
継
続
と
活
性
化

運
営
資
金
の
サ
ポ
ー
ト

2
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

地
域
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
や
地
域
介
護
予
防

拠
点
の
増
設

石
内
は
地
域
が
広
大
な
た
め
、
活
動
拠
点
を
数
カ
所
に

増
や
し
た
い
。

補
助
金
申
請
、
実
施
団
体
選
定
の
支
援

3
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

健
康
長
寿
・
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
て

◇
高
齢
者
福
祉
事
業

・
佐
伯
区
内
に
は
広
島
市
老
人
い
こ
い
の
家
施
設
が
１
０

カ
所
あ
り
、
冷
暖
房
設
備
が
完
備
し
て
あ
り
、
地
域
の
老

人
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に
最
適
で
あ
る
。
今
後
と
も
機
会
を

み
て
、
し
っ
か
り
と
会
員
の
皆
様
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま

す
。

・
広
島
市
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

・
海
老
園
埋
め
立
て
地
域
に
未
使
用
の
土
地
が
あ
れ

ば
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
施
設
を
整
備
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
で
す
。

4
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て

・
高
齢
者
、
幼
児
等
日
常
的
に
交
流
で
き
る
、
交

流
を
深
め
る
場
所
を
設
け
た
い
（
サ
ロ
ン
等
）

・
幼
児
対
象
・
・
・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
今
後
も

盛
り
上
げ
て
い
く

・
障
害
児
対
象
・
・
・
西
部
療
育
セ
ン
タ
ー
の
行
事

の
協
力

・
民
生
委
員
活
動
の
中
で
住
民
と
住
民
と
を
つ
な
げ
る
手

助
け
が
出
来
な
い
か
と
思
う
。

・
地
区
社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
町
内
会
、
民

児
協
等
協
働
し
て
行
う
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
場
所
の
提
供

・
指
導
者
の
派
遣

・
運
営
費
の
援
助

5
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

健
康
体
操
講
習
や
食
事
会
を
開
き
、
認
知
症
予
防
や
孤

立
を
防
止

左
記
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
取
り
組
み
の
際
の
協
力
支
援
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

6
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

敬
老
会
の
実
施

平
成
2
9
年
度
、
他
地
区
の
敬
老
会
の
情
報
を
集
め
、
敬

老
会
実
施
に
伴
う
準
備
作
業
を
時
系
列
で
上
げ
る
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
問
題
は
会
場
の
準
備
を
担
っ

て
い
た
だ
く
方
を
如
何
に
し
て
集
め
る
か
で
あ
る
。
町
内

会
連
合
会
と
も
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
み
た
い
が
、
こ

こ
に
も
大
き
な
会
合
を
実
施
し
た
経
験
者
が
い
な
い
た
め

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
で
は
あ
る
が
、
次
年
度
ま
で
に
は
敬
老

会
実
施
の
具
体
案
を
作
り
、
協
力
者
を
探
し
た
い
。

7
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

た
す
け
あ
い
の
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

世
代
を
超
え
た
地
域
ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
「
新

た
な
る
つ
な
が
り
」
あ
る
い
は
ご
近
所
の
再
構
築
を
図

る
。

以
下
の
行
事
の
更
な
る
活
性
化
。

　
敬
老
の
集
い
、
と
ん
ど
、
防
災
訓
練
、
星
空
映
画
会
、

八
幡
東
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
ふ
れ
あ
い
講
座
（
福
祉
講

座
）
、
イ
エ
ロ
ー
レ
モ
ン
隊
決
起
大
会
、
S
U
N
・
サ
ン
・
さ
ん

遊
び
の
ひ
ろ
ば

住
民
へ
の
広
報
に
協
力
し
て
欲
し
い

例
）
チ
ラ
シ
作
成

　
　
新
聞
折
り
込
み
等
各
メ
デ
ィ
ア
で
の
広
報

8
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

「
ら
・
ふ
ぃ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
で
紡
ぐ
舫
の
輪

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
悠
々
自
在
が
立
ち
上
げ
、
美
鈴
が
丘
の
住

民
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
す
る

「
ら
・
ふ
ぃ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
は
、
高
齢
者
や
疾
病
を
抱
え

外
出
が
困
難
な
方
の
交
流
の
場
と
し
て
提
供
さ
れ
、
と
り

わ
け
、
月
４
回
開
か
れ
る
ワ
ン
コ
イ
ン
食
堂
は
、
味
覚
バ

ラ
ン
ス
、
栄
養
な
ど
優
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
楽
し
み

に
頑
張
っ
て
参
加
す
る
高
齢
者
が
い
る
な
ど
、
そ
の
後

の
歓
談
な
ど
社
会
的
孤
立
を
防
止
す
る
効
果
が
高
い
事

業
で
あ
る
。
美
鈴
が
丘
に
留
ま
ら
ず
西
区
も
含
め
た
広

域
の
住
民
も
利
用
し
、
他
地
域
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
空
き
家
利
用
の
中
で
展
開
し
て

い
た
が
、
退
去
を
求
め
ら
れ
、
現
在
の
家
賃
負
担
な
ど
に

苦
慮
す
る
実
態
が
あ
る
。

美
鈴
が
丘
社
協
と
し
て
も
、
こ
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
・
交
流
促
進
を

大
い
に
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

安
定
し
た
活
動
拠
点
の
確
保
策
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

9
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

自
宅
訪
問
サ
ロ
ン
（
子
育
て
）
の
設
置

団
体
⇒
個
人
へ

い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
行
き
た
い
け
ど
一
人
で
い
け
な
く

な
っ
た
・
・
・
と
い
う
人
が
増
え
て
き
た
。
今
ま
で
楽
し
か
っ

た
こ
と
が
無
く
な
る
の
は
淋
し
い
。

心
の
ケ
ア
サ
ロ
ン
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
。

自
宅
訪
問
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
の
研
修

・
他
団
体
（
サ
ロ
ン
）
の
交
流

・
助
成
金

1
0
行
き
場
づ
く
り

交
流
の
場
づ
く
り

常
設
子
育
て
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
お
や
こ
っ
こ

さ
え
き
）
の
地
域
版

※
核
家
族
の
現
状
。

・
上
の
子
を
病
院
に
連
れ
て
行
き
た
い
が
、
下

の
子
を
連
れ
て
行
っ
て
病
気
を
移
さ
れ
る
の
が

嫌
だ
。

・
母
親
が
歯
医
者
に
も
美
容
院
に
も
行
け
な
い
。

「
３
時
間
子
ど
も
を
預
か
っ
て
下
さ
い
な
」
の
叫

び
。

・
２
４
時
間
子
ど
も
と
一
緒
。
せ
め
て
週
２
回
、
３

時
間
の
自
由
時
間
が
欲
し
い
。

・
よ
そ
の
子
ど
も
を
見
た
い
。
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
が

欲
し
い
。

・
人
材
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
０
人
く
ら
い
で
ま
か
な
え
そ
う
。

・
場
所
が
な
い
。
空
き
家
が
あ
っ
て
も
家
賃
が
高
い
。

・
助
成
金
は
な
い

・
待
機
児
童
対
策
を
地
域
の
力
で
！

・
当
初
の
改
修
費

・
月
々
の
家
賃
補
助

※
収
支
で
赤
字
に
な
ら
な
い
事
業
な
ら
民
間
業
者
が
す

で
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
必
要
な
の
に
そ
の
よ
う
な
も
の

が
な
い
の
は
利
益
が
出
な
い
か
ら
取
り
組
ま
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
そ
ん
な
隙
間
を
埋
め
て
、
若
い
お
母
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
。

⇒
や
は
り
助
成
金
、
補
助
金
が
必
要

1
1
つ
な
が
り
づ
く
り

地
域
で
最
期
（
看
取
り
）
を
！

～
し
く
み
づ
く
り
を
考
え
よ
う
～

人
生
１
０
０
年
時
代
が
や
っ
て
く
る
。

最
晩
年
期
（
不
健
康
寿
命
時
期
）
を
過
ご
す
た
め
に
、
ど

こ
で
死
に
た
い
か
？

認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？

い
ざ
と
い
う
時
、
頼
れ
る
人
と
の
繋
が
り
を
も
っ
た
地
域

づ
く
り
を
し
た
い
。

様
々
な
情
報
を
地
域
に
発
信
し
て
ほ
し
い
。

連
携
の
橋
渡
し
役
を
お
願
い
し
た
い
。

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
存
在
の
派
遣
又
は
助
成
金

1
2
見
守
り
づ
く
り

高
齢
者
の
交
流
組
織
と
拠
点
づ
く
り

町
内
及
び
近
隣
で
の
安
否
確
認
と
支
援
体
制
づ
く
り

社
協
の
近
隣
ミ
ニ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
さ
せ
て
欲
し
い

1
3
見
守
り
づ
く
り

「
さ
さ
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
活
動

・
高
齢
者
へ
の
具
体
的
支
援
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン

ク
の
充
実
）

・
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
充

実
）

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
展
開
（
向
こ
う
三
軒
両
隣
）

　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基
本
）

地
域
福
祉
活
動
は
単
位
団
体
で
の
推
進
で
出
来
る
も
の

で
は
な
い
。
他
団
体
と
協
働
し
た
活
動
が
出
来
る
よ
う
、

支
援
願
い
た
い
。
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

1
4
見
守
り
づ
く
り

高
齢
者
・
障
害
者
の
生
活
支
援

一
人
暮
ら
し
の
見
守
り
（
安
否
確
認
）

・
草
取
り
、
ゴ
ミ
出
し
、
電
球
取
り
替
え
等
の
支
援
要
請
の

受
付
体
制
を
整
え
る

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
充
実
化

左
記
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
取
り
組
み
の
際
の
協
力
支
援

1
5
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

「
町
の
何
で
も
屋
さ
ん
」

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

電
球
の
取
り
替
え
、
庭
の
草
取
り
等
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
出
向
い
て
行
う
。

※
各
々
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
自
分
の
や
り
た
い
場

に
参
加
す
る

※
ま
ご
こ
ろ
弁
当
の
方
た
ち
が
主
に
な
っ
て
行
う

1
6
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
講
習
会
の
実
施

年
に
２
回
程
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
実
施
し
て
欲

し
い
。

1
7
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
充
実
化

高
齢
化
社
会
問
題
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
、
高
齢
者

を
支
え
る
必
要
性
が
重
点
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
を
支
え
る
人
た
ち
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

が
、
時
と
し
て
、
支
え
ら
れ
る
人
よ
り
支
え
る
人
の
ほ
う
が

高
齢
の
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

を
与
え
る
も
の
も
一
計
で
あ
る
が
、
若
年
層
の
人
た
ち
の

勧
誘
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
若
年
層
の
人
た
ち
は

共
働
き
が
多
く
、
な
か
な
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
困
難

で
あ
る
。

こ
れ
ら
問
題
の
解
決
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
の
提
案
と
し
て
、
７
０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
い
き
い

き
ポ
イ
ン
ト
制
度
が
あ
る
よ
う
に
、
若
年
層
の
人
た
ち
に

も
同
類
の
補
償
な
ど
を
考
慮
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

す
な
わ
ち
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
対
す
る
評
価
を
し

て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
を
将
来
の
ど
こ
か
で
活
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。

1
8
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
公
助
」
の
情
報
公
開

「
自
助
」
の
た
め
の
日
頃
か
ら
の
生
活
習
慣
の
改
善
推

進 「
共
助
」
の
情
報
共
有

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

区
で
の
取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
、
各
学
区
で
の
取
り

組
み
の
情
報
交
換
し
、
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

1
9
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

「
さ
さ
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
活
動

・
高
齢
者
へ
の
具
体
的
支
援
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン

ク
の
充
実
）

・
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
充

実
）

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
展
開
（
向
こ
う
三
軒
両
隣
）

　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基
本
）

地
域
福
祉
活
動
は
単
位
団
体
で
の
推
進
で
出
来
る
も
の

で
は
な
い
。
他
団
体
と
協
働
し
た
活
動
が
出
来
る
よ
う
、

支
援
願
い
た
い
。

2
0
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

高
齢
者
・
障
害
者
の
生
活
支
援

一
人
暮
ら
し
の
見
守
り
（
安
否
確
認
）

・
草
取
り
、
ゴ
ミ
出
し
、
電
球
取
り
替
え
等
の
支
援
要
請
の

受
付
体
制
を
整
え
る

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
充
実
化

左
記
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
取
り
組
み
の
際
の
協
力
支
援

2
1
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

高
齢
者
の
買
い
物
支
援

・
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
出
張
販
売
要
請

・
電
話
注
文
、
宅
配
等
の
実
施
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
等

の
調
査
、
紹
介

左
記
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
取
り
組
み
の
際
の
協
力
支
援

2
2
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

助
け
合
う
活
動
の
推
進
と
発
信

☆
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
協

働

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
」
及
び
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
地
域
で
受
入
れ
る
」
体
制
を
整
備
し
、
何
時
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
及
び
講
習
会

や
訓
練
の
開
催
。

⇒
役
員
や
地
域
住
民
へ
の
徹
底
を
平
成
３
０
年
度
か
ら

実
施

左
記
の
活
動
を
防
災
関
係
役
員
や
地
域
住
民
へ
徹
底

さ
せ
る
た
め
に
、
講
習
会
や
訓
練
の
講
師
派
遣
及
び
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
教
材
）
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
区
社
協
と
地
区
連
合
会
と
の
連
携
強
化
に
な
り
ま

す
。

2
3
助
け
合
い

支
え
合
い
づ
く
り

新
た
な
社
会
的
問
題
へ
の
取
り
組
み

☆
中
山
間
地
域
の
高
齢
者
生
活
問
題
へ
の
対

応

住
民
主
導
の
相
互
福
祉
活
動
の
推
進
【
助
け
合
い
】

①
高
齢
者
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
が
活
用
で
き
る
行
事

へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
（
清
掃
活
動
・
集
会
所
の
活
用
・

と
ん
ど
等
）

②
町
内
会
住
民
の
相
互
見
守
り
・
声
掛
け
の
推
進

③
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
の
点
検
・
整
備
の
実
施

⇒
上
記
を
推
進
す
る
た
め
に
、
事
業
計
画
化
し
、
役
員
や

地
域
住
民
へ
展
開
・
徹
底
を
平
成
3
0
年
度
か
ら
実
施

地
区
社
協
へ
の
助
成
金
の
一
部
を
連
合
会
に
配
布
し
、

左
記
の
活
動
「
町
内
会
福
祉
活
動
の
推
進
」
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
『
い
き
い
き
活
動
助
成
制
度
』
を
3
0
年
度
に
新

設
・
予
算
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
区
社
協
と
地
区
連
合
会
と
の
連
携
強
化
に
な
り
ま

す
。

2
4
ま
ご
こ
ろ
弁
当

事
務
所
の
あ
り
方

地
域
は
一
人
暮
ら
し
だ
け
で
は
な
く
、
二
人
暮
ら
し
で

困
っ
て
い
る
高
齢
者
世
帯
が
多
く
な
り
、
援
助
が
必
要

ま
ご
こ
ろ
弁
当
事
業
へ
の
補
助
金
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

2
5
ま
ご
こ
ろ
弁
当

ま
ご
こ
ろ
弁
当
へ
の
取
り
組
み

※
未
実
施
の
地
区

地
区
社
協
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、
町
内
会
と

連
携
し
て
、
民
生
委
員
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
現

状
の
調
査
を
行
い
た
い
。

一
番
の
課
題
は
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
で
す
。

調
理
を
行
う
上
で
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
万
が
一
食
中
毒

の
発
生
が
な
い
訳
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
何
か
対
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

2
6
活
動
拠
点
の
確
保
・

運
営

活
動
拠
点
（
地
区
社
協
事
務
所
）
の
新
規
開
設

・
学
校
の
空
き
教
室
の
活
用
を
広
島
市
教
育
委
員
会
へ

要
望
し
て
お
り
、
許
認
可
を
受
け
る
べ
く
活
動
を
す
る
。

・
事
務
所
の
定
期
的
な
開
設
と
資
料
・
情
報
の
一
括
管

理

許
認
可
後
、
事
務
所
改
造
予
算
の
支
援

2
7
活
動
拠
点
の
確
保
・

運
営

建
設
工
事
中
の
楽
々
園
地
区
は
2
～
3
年
先
は

人
口
の
急
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出

来
る
地
域
づ
く
り
に
、
住
民
が
知
恵
を
出
し
合
っ

て
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
日
開
設
し
た
「
ら
く
ら
く
え
ん
オ
フ
ィ
ス
」
を
軌
道
に
乗

せ
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
拠
点
づ
く
り
に
努
め
る

と
と
も
に
、
現
在
の
民
生
委
員
も
人
口
増
加
で
責
任
が

多
く
な
る
の
で
、
受
け
持
ち
区
域
の
見
直
し
や
増
員
に
向

け
て
、
関
係
箇
所
に
お
願
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

2
8
相
談
窓
口
の
設
置

高
齢
者
テ
レ
フ
ォ
ン
窓
口
の
設
置

い
つ
で
も
話
せ
る
安
心
電
話

相
談
専
用
回
線
を
備
え
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
、
受
付
で
き

る
専
門
職
、
ま
た
、
ケ
ア
の
出
来
る
ス
タ
ッ
フ
と
の
対
応
を

推
進
し
て
欲
し
い

2
9
地
区
社
協
組
織
の
強
化
体
制
の
強
化
、
人
材
の
育
成

事
務
局
の
強
化
と
若
返
り

事
務
局
活
動
費
等
の
予
算
の
増
加

3
0
地
区
社
協
組
織
の
強
化
事
務
局
員
の
確
保

平
成
3
0
年
度
に
事
務
局
員
が
一
人
辞
め
る
予
定
の
た

め
、
事
務
局
員
が
不
足
す
る
。

現
在
も
ワ
ー
プ
ロ
と
表
計
算
が
で
き
て
、
メ
ー
ル
の
送
受

信
が
で
き
る
人
が
会
長
以
外
一
人
し
か
い
な
い
。
こ
の

方
が
辞
め
ら
れ
た
ら
会
長
一
人
で
何
も
か
も
や
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

口
達
者
な
人
よ
り
も
筆
達
者
な
人
材
が
欲
し
い
が
、
見
つ

け
る
術
が
な
い
。

3
1
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の

策
定
支
援

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
（
１
次
プ
ラ
ン
）
進
捗

の
取
り
ま
と
め

１
年
目
は
取
り
ま
と
め
済
み
で
あ
り
、
３
年
目
、
５
年
目
の

進
捗
状
況
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
佐
伯
区
社
協
か
ら
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
印
刷
費
用
な
ど
の
助
成
を
い
た
だ
き
た
い
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

3
2
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の

策
定
支
援

五
日
市
観
音
西
地
区
社
協
の
現
状
と
課
題
、
地

域
に
根
差
し
た
地
区
社
協
の
あ
り
方
の
検
討

昭
和
6
1
年
の
設
立
以
来
3
1
年
が
経
過
し
、
少
子

高
齢
化
、
高
齢
者
の
一
人
・
二
人
暮
ら
し
世
帯

の
増
加
等
地
域
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る

が
、
社
協
の
認
知
度
は
依
然
と
し
て
低
く
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い
。
任
意
団

体
と
し
て
の
地
区
社
協
の
あ
り
方
、
観
西
地
区

の
福
祉
ニ
ー
ズ
等
を
再
検
証
し
、
地
域
に
根
差

し
た
組
織
へ
の
脱
皮
を
図
る
。

3
0
年
度
：
観
西
社
協
、
観
西
地
区
の
現
状
把
握

過
去
の
活
動
実
績
、
福
祉
行
政
に
お
け
る
地
区
社
協
の

位
置
付
け
、
他
地
区
社
協
の
活
動
状
況
等

3
1
年
度
：
観
西
社
協
の
課
題
抽
出

組
織
、
財
源
、
人
材
、
地
域
ニ
ー
ズ
と
活
動
内
容
、
地
域

団
体
・
区
社
協
等
と
の
関
係
等

3
2
年
度
：
地
域
に
根
差
し
た
地
区
社
協
と
な
る
た
め
の
行

動
計
画
の
策
定

規
約
改
正
等
を
含
め
、
概
ね
５
年
間
の
中
期
計
画
を
策

定

現
状
把
握
に
当
た
っ
て
は
地
域
福
祉
に
関
す
る
様
々
な

資
料
が
必
要
で
あ
り
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
他
地
区
社
協
の
組
織
・
活
動
状
況
等
の
情
報
収

集
や
専
門
家
、
学
識
経
験
者
等
の
助
言
も
受
け
た
い
の

で
、
仲
立
ち
を
お
願
い
し
た

3
3
地
域
内
各
種
団
体
の

連
携
強
化

学
区
内
各
種
団
体
と
の
情
報
交
換
会
（
連
絡

会
）
の
開
催

１
．
既
設
の
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
推
進
委
員

会
」
を
連
絡
会
と
す
る
。

２
．
年
６
回
開
催
す
る
。

３
．
会
の
名
称
「
五
日
市
中
央
学
区
各
種
団
体
連
絡
員

会
議
」

４
．
各
団
体
に
連
絡
員
を
置
き
、
定
例
会
開
催

立
ち
上
げ
時
の
経
費
支
出
を
承
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

将
来
は
各
団
体
が
拠
出
す
る
。

3
4
中
山
間
地
対
策

湯
来
地
区
は
山
間
部
で
人
口
が
減
少
し
、
高
齢

化
が
進
み
、
空
き
家
も
多
く
み
ら
れ
、
地
区
社
協

等
の
行
事
で
も
交
通
の
便
が
悪
く
、
参
加
者
が

少
な
い
。

５
０
余
の
町
内
会
単
位
の
行
事
（
敬
老
会
や
サ

ロ
ン
）
に
は
参
加
が
良
い
。

困
り
ご
と
相
談
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

昨
年
度
３
件
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
通
事
情
が
悪
く
、
行
政
と
協
議
し
、
対
策
を
考
え
て
欲

し
い

佐
伯
区
社
協
の
事
業
は
計
画
ど
お
り
行
わ
れ
、
事
業
報

告
か
ら
成
果
が
判
る
が
、
湯
来
地
区
か
ら
は
遠
く
は
３
０

㎞
も
あ
り
、
参
加
は
少
な
い
。
で
は
、
湯
来
地
区
で
講
演

会
を
実
施
し
て
も
ら
っ
て
も
、
東
に
西
に
南
に
中
央
か
ら

１
０
数
㎞
と
広
く
、
参
加
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
２
０
数

箇
所
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
に
区
社
協
か
ら
僻
地
対

策
と
し
て
特
別
援
助
（
助
成
金
）
を
作
っ
て
欲
し
い
。

区
で
実
施
さ
れ
た
講
演
会
・
健
康
講
座
な
ど
D
V
D
等
に
し

て
配
布
ま
た
は
貸
出
の
計
画
を
し
て
欲
し
い
。

3
5
団
地
の
活
性
化

高
齢
化
が
進
む
団
地
内
メ
イ
ン
道
路
に
ベ
ン
チ

の
設
置

団
地
の
メ
イ
ン
道
路
は
坂
道
で
あ
り
、
5
0
0
m
ご
と
に
1
台

の
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
い
。

片
側
で
1
0
台
、
両
側
で
合
計
2
0
台
の
設
置

補
助
支
援
等
を
頂
け
る
団
体
の
ア
ド
バ
イ
ス
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

3
6
団
地
の
活
性
化

「
バ
ス
通
り
裏
」
　
の
ま
ち
を
創
ろ
う

「
近
所
で
近
助
」
を
考
え
る

美
鈴
が
丘
団
地
は
開
基
以
来
4
0
数
年
の
歳
月
を
経
る

中
で
、
少
子
高
齢
化
の
波
を
も
ろ
に
受
け
て
い
る
。
前
期

高
齢
者
が
多
い
現
在
は
何
と
か
地
域
活
力
を
維
持
で
き

る
が
、
後
1
0
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
役

割
分
担
は
お
ろ
か
ゴ
ミ
出
し
等
の
生
活
維
持
す
ら
危
ぶ

ま
れ
、
町
内
会
役
員
辞
退
、
脱
会
世
帯
が
続
出
す
る
な

ど
の
深
刻
な
事
態
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
の
影
響
が
避
け
て
通
れ
な
い
も

の
で
あ
れ
ば
、
①
　
マ
ン
パ
ワ
ー
の
集
中
投
下
（
町
内
会

組
織
と
社
協
組
織
の
実
態
的
統
一
化
や
各
団
体
と
の
定

期
的
会
合
な
ど
）
な
ど
に
よ
り
行
事
・
事
業
の
維
持
・
継

続
す
る
方
策
を
検
討
し
な
が
ら
も
　
②
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

内
容
・
質
的
な
変
換
（
公
的
な
支
援
に
頼
る
こ
と
な
い
自

助
・
共
助
機
能
の
強
化
）
を
図
り
　
③
　
新
た
な
機
能
や

マ
ン
パ
ワ
ー
の
導
入
（
医
療
・
保
健
・
介
護
機
関
と
の
連

携
や
支
援
）
を
図
る
　
こ
と
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
実
効
を
図
る
た
め
に
は
第
１
に
、
住
民
自
ら
が
課
題

を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
広
報
な
ど
の
情
報
共

有
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
２
に
は
、
自
己
能
力
の
範
囲
で
自
助
・
共
助
の
責
務
を

果
た
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
誰
も
が
参
加
で
き
る
方
策
を
講
じ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

以
上
の
原
則
を
踏
ま
え
る
が
、
自
助
機
能
が
低
下
す
る

高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
共
助
機
能
の
強
化
で
カ
バ
ー

し
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
「
バ
ス

通
り
裏
」
の
ま
ち
を
創
り
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

類
似
団
地
が
多
数
存
在
す
る
佐
伯
区
に
お
い
て
相
互
課

題
の
情
報
交
換
と
解
決
に
当
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
機
能
の
提
供

3
7
そ
の
他

畑
を
借
り
て
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
植
え
る
。
ま

た
、
花
壇
に
花
を
植
え
る
。
。

公
民
館
の
花
壇
の
草
取
り
を
し
、
四
季
の
花
を
植
え
る
。

ま
た
、
畑
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ね
ぎ
等
を

植
え
る
。

3
8
そ
の
他

大
雨
・
土
砂
災
害
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
雨

量
計
の
設
置

公
民
館
第
2
駐
車
場
の
一
角
に
設
置
を
考
え
る
。

費
用
面
が
問
題
で
あ
り
、
遊
休
品
の
販
売
で
資
金
づ
く
り

を
す
る
も
、
高
額
で
あ
り
、
ま
だ
到
達
し
な
い
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
地
域
へ
の
支
援
策
や
、
他
に
補

助
支
援
い
た
だ
け
る
団
体
等
ア
ド
バ
イ
ス
を
願
い
た
い
。



― 41 ―

№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

3
9
そ
の
他

災
害
時
の
支
援
物
資
の
協
定
書
づ
く
り

指
定
避
難
場
所
へ
住
民
の
避
難
が
始
ま
る
と
地
区
の
備

蓄
物
資
は
底
を
つ
く
。

学
区
自
主
防
災
連
合
会
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
ま
た
は
農

協
と
支
援
協
定
を
取
り
組
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。

協
定
書
作
成
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

■
区
域
で
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

活
性
化

区
社
協
本
来
の
(地
域
組
織
化
事
業
・
広
報
事

業
)と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化

区
社
協
の
事
業
の
広
報
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

向
け
て
か
み
砕
い
て
伝
え
た
り
、
事
業
自
体
の
構
想
段

階
で
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
与
を
想
定
（
不
可
能
、
不

必
要
な
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
）
す
る
視
点
を
持
っ
て
ほ

し
い
。

区
社
協
事
業
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
は

別
物
と
、
無
意
識
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

活
性
化

生
涯
学
習
施
設
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
の

で
、
支
援
者
(団
体
)が
、
要
配
慮
者
を
支
援
す

る
構
図
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
学
習
活
動

を
通
し
て
つ
な
が
っ
た
住
民
一
人
一
人
が
、
お

互
い
に
支
え
合
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
を
果
た
す

関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
中
心
と
す
る
。

・
活
動
グ
ル
ー
プ
数
、
参
加
者
を
増
や
す
。

・
社
会
参
加
希
望
者
に
対
す
る
情
報
提
供
(ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
含
む
)

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
場
所
の
提
供

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
情
報
共
有

3
い
じ
め
・
虐
待
１
１
０
番
い
じ
め
・
虐
待
１
１
０
番
の
周
知
活
動

公
的
な
場
所
へ
の
掲
示
等

施
設
等
へ
の
掲
示

4
子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

（
特
に
保
護
者
に
対
す
る
指
導
が
必
要
と
思
う
）

研
修
会
の
開
催

同
じ
悩
み
を
持
っ
て
い
る
保
護
者
達
が
気
楽
に
話
し
合

い
の
で
き
る
サ
ロ
ン
づ
く
り

5
子
育
て
支
援

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
づ
く
り

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
づ
く
り

八
幡
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
を
考
え
て
欲
し
い



― 42 ―

№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

6
子
育
て
支
援

児
童
虐
待
防
止

「
子
育
て
は
親
育
て
」

『
子
育
て
サ
ロ
ン
カ
フ
ェ
』
の
設
置

進
行
中
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
と
協
力
し
て
「
子
育
て
サ
ロ

ン
カ
フ
ェ
」
を
取
り
組
み
た
い
。

・
子
育
て
中
の
親
の
仲
間
づ
く
り
、
居
場
所
づ
く
り

・
助
け
て
と
言
え
る
人
を
地
域
で
見
つ
け
る

・
次
世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
サ
ポ
ー
ト

■
開
催
場
所
の
確
保
や
、
補
助
金

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
応
援
、
サ
ポ
ー
ト
、
体
験

支
援

・
視
察
研
修

7
個
別
支
援

※
相
談
対
応

離
職
者
の
支
援

離
職
し
て
生
活
に
困
っ
て
い
る
と
の
相
談
を
民
生
委
員

が
受
け
て
い
る
。
対
応
を
迅
速
に
し
た
い
。

対
応
窓
口
を
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
過
去
に
連
携
対
応
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
対
応

結
果
情
報
が
な
く
、
定
例
会
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

8
介
護
啓
発

介
護

・
介
護
に
関
す
る
講
座
開
催

・
施
設
見
学

・
介
護
相
談
室
の
設
置

左
記
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
取
り
組
み
の
際
の
協
力
支
援

9
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
町
内
会
加
入
率
対
策

（
６
０
％
の
加
入
率
は
危
機
的
状
況
）

各
種
団
体
と
協
働
し
た
具
体
的
な
加
入
率
対
策
の
検
討

及
び
行
動

各
種
団
体
間
の
共
通
課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
問
題

と
し
て
区
社
協
と
し
て
推
進
し
て
欲
し
い
。

官
民
一
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

1
0
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
町
内
会
加
入
促
進

・
高
齢
者
世
帯
加
入
条
件
の
緩
和

　
役
員
、
加
入
金
の
減
免

　
会
費
の
分
納
　
な
ど

・
未
加
入
世
帯
へ
の
勧
誘

・
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
加
入
促
進

特
に
高
齢
者
世
帯
未
加
入
者
へ
の
P
R
等

1
1
町
内
会
へ
の
加
入
促
進

町
内
会
の
退
会
者
を
現
時
点
で
食
い
止
め
る

対
策

各
種
団
体
と
協
働
し
具
体
的
に
行
動

例
え
ば
、
市
職
員
が
小
学
校
区
ご
と
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
と
な
り
地
域
に
合
っ
た
助
言
を
す
る
な
ど
。

区
社
協
も
積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
助
言
を
す
る
こ
と

（
顔
の
見
え
る
活
動
）

1
2
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
高
齢
化
す
る
人
た
ち
へ
の
支
え
合
い
事
業

高
齢
化
が
原
因
で
町
内
会
を
脱
会
す
る
人
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
町
内
会
の
役
員
が
廻
っ
て
く
る
こ
と
が
原
因
の

よ
う
で
す
。

一
度
脱
会
し
た
人
た
ち
を
復
帰
さ
せ
る
こ
と
で
組
織
力
を

高
め
、
役
員
が
出
来
る
人
に
や
っ
て
い
た
だ
き
、
年
齢
的

に
無
理
な
人
に
は
免
除
す
る
な
ど
、
支
え
合
う
考
え
を
持

て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

一
団
体
で
は
難
し
い
の
で
、
地
域
的
な
取
り
決
め
を
し
て

い
た
だ
け
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
内
会
加
入
に
よ
っ
て
、
支
え
合
い
の
組
織
も
作
り
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

1
3
施
設
と
の
連
携

救
護
施
設
救
護
院
に
お
い
て
、
佐
伯
区
内
の
生

活
困
窮
者
へ
の
支
援
を
協
力
し
た
い
。

救
護
院
と
し
て
、
生
活
困
窮
者
の
生
活
相
談
、
低
額
宿

泊
所
の
提
供
な
ど
、
支
援
の
拠
点
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。

佐
伯
区
社
協
の
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、

施
設
と
し
て
何
か
役
立
ち
た
い
。

1
4
施
設
と
の
連
携

要
介
護
高
齢
者
が
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
へ

の
支
援

相
談
支
援
員
を
配
置
し
、
実
践
的
な
介
護
の
方
法
等
に

関
す
る
助
言
や
介
護
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
る
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
が
峰
の
施
設
の
一
部

を
活
用
し
、
在
宅
の
介
護
者
が
集
い
、
情
報
交
換
や
悩

み
を
打
ち
明
け
る
場
を
提
供
す
る
。

地
域
へ
の
広
報

■
そ
の
他

№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

1
施
設
と
地
域
と
の
連
携
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
生
園
の
建
替
え
移
転
及

び
特
養
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
新
設
に
伴
う
地

域
と
の
連
携

平
成
1
6
年
度
に
広
島
市
か
ら
経
営
移
管
を
受
け
た
養
護

老
人
ホ
ー
ム
喜
生
園
の
建
替
え
移
転
及
び
特
養
等
の

新
設
を
実
現
し
、
新
た
な
地
域
と
の
連
携
を
図
り
た
い
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
移
転
及
び
特
養
の
新
設
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
に
開
か
れ

た
施
設
と
す
る
た
め
、
佐
伯
区
社
協
の
支
援
・
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

2
当
事
者
団
体
の
支
援
佐
伯
区
ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉
向
上

（
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
事
業
）

下
記
の
ふ
れ
あ
い
事
業
を
開
催
し
た
い
。

１
．
乳
搾
り
体
験
（
砂
谷
牧
場
）
　
平
成
3
0
年
7
月
1
日

（
日
）

２
．
親
子
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
食
事
会
（
ミ
ス
ズ
ボ
ウ
ル
）
　
平

成
3
0
年
1
2
月
9
日
（
日
）

３
．
料
理
教
室
（
公
民
館
）
　
平
成
3
1
年
2
月
1
7
日
（
日
）

・
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
事
業
に
補
助
金
を
出
し
て
頂
き
た

い
（
バ
ス
借
上
げ
料
等
）

・
行
事
の
時
、
子
ど
も
の
見
守
り
等
を
手
伝
っ
て
頂
き
た

い
。

3
当
事
者
団
体
の
支
援
佐
伯
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
地

域
と
つ
な
が
り
た
い
。

私
た
ち
の
団
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
知
的
障
害
者
疑

似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
１
人
で
も
多
く
の
方
々
に

知
的
障
害
者
(児
)に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
広
め
た
い
。

・
地
域
の
人
、
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
に
対
し
て
知
的
障
害
者
理
解
講
座
を
開
催
し

て
欲
し
い
。

・
育
成
会
の
行
事
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
紹
介
し
て
欲
し

い
。

4
当
事
者
団
体
の
支
援

認
知
症
の
人
や
家
族
が
悩
み
を
話
し
合
う
中
で
、
お
互

い
の
こ
と
を
知
り
、
助
言
で
き
る
こ
と
は
助
言
し
、
少
し
で

も
気
持
ち
が
軽
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
会
を
続
け
て
い
ま

す
。
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№
主
な
取
組
内
容

取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ

私
は
　
自
団
体
は
こ
う
あ
り
た
い
！

（
私
は
　
自
団
体
は
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
！
）

佐
伯
区
社
協
と
連
携
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い
！

（
佐
伯
区
社
協
に
は
こ
こ
を
協
力
し
て
欲
し
い
！
）

5
大
学
と
の
連
携

地
域
と
大
学
の
連
携
強
化

広
島
工
業
大
学
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
専
門
知
識

を
活
か
し
た
い
。

地
域
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け

て
、
大
学
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
明
確
に
し
、
連
携
を
図

り
た
い
。
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広島市佐伯区社会福祉協議会地域福祉活動第７次 3か年計画 

策定委員会委員名簿 

（敬称略） 

役職 役職名 氏 名 

委員長 佐伯区社協会長 久保田 詳三 

副委員長 佐伯区町内会連合会会長 川﨑 正雄 

委員 
佐伯区民生委員児童委員協議会会長 

（佐伯区社協副会長） 
佐々木 繁盛 

委員 佐伯区社協副会長 沖元 道博 

委員 佐伯区社協副会長 津田 正明 

委員 喜生園施設長 山本 章友 

委員 
広島市湯来・砂谷地域包括支援センター 

主任介護支援専門員 
三谷 健一 

委員 
広島市五日市南地域包括支援センター 

センター長 
山澤 由美子 

オブザーバー 佐伯区地域起こし推進課課長 合木 啓治 

オブザーバー 佐伯区健康長寿課課長 瀬尾 芳子 

オブザーバー 佐伯区保健福祉課課長 尾首 千代子 
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佐伯区社会福祉協議会地域福祉活動第７次３か年計画策定委員会設置規程 

 

（名称） 

第１条 この会は、広島市佐伯区社会福祉協議会地域福祉活動第７次３か年計画策定委

員会（以下「委員会」という。）と称する。 

 

（目的及び設置） 

第２条 この委員会は、広島市佐伯区社会福祉協議会地域福祉活動第７次３か年計画を 

策定することを目的に、佐伯区社会福祉協議会（以下、「区社協」という。）定款

第３３条（部会及び委員会）に基づく委員会として設置する。 

 

（構成） 

第３条 この委員会は、委員１０名以内をもって構成する。 

２ 委員は、区社協会長が委嘱する。 

 

（役員） 

第４条 この委員会に次の役員を置き、役員は委員の互選とする。 

（１） 委員長 １名 

（２） 副委員長１名 

 

（任期） 

第５条 委員の任期は、平成２９年１０月２６日から平成３０年３月３１日までとする。 

 

（会議） 

第６条 会議は委員長が招集し、委員長が議長となって運営する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 

 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、区社協事務局において処理する。 

 

（雑則） 

第８条 この規程の他、必要な事項は区社協会長が定める。 

 

附則 

この規程は、平成２９年１０月２６日から施行し、平成３０年３月３１日をもって廃止

する。 
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広島市佐伯区社会福祉協議会 

地域福祉活動第７次３か年計画策定状況 

 

 日   程 会議名等 内   容 

１ 平成２９年１０月 ３日 正副会長会議 
第７次３か年計画策定方法についての

協議 

２ 平成２９年１０月２６日 第３回理事会 

第７次３か年計画の策定について 

・策定委員会の設置について 

・意見提出を依頼 

３ 平成２９年１１月１０日 第２回評議員会 

第７次３か年計画の策定について 

・策定委員会の設置について 

・意見提出を依頼 

４ 平成２９年１２月 ７日 
地域福祉推進委員 

連絡会 

第７次３か年計画の策定について 

・意見提出を依頼 

５ 平成３０年 １月 ９日 正副会長会議 
第７次３か年計画への意見取りまとめ

結果について報告 

６ 平成３０年 １月１８日 
第２回ボランティア

センター運営委員会 

第７次３か年計画の策定について 

※開催案内に併せ意見提出を依頼 

７ 平成３０年 １月３０日 第１回策定委員会 

・正副委員長の選出について 

・第６次５か年計画の総括について 

・第７次３か年計画の策定方法につい

て 

・事前意見聴取の結果について 

８ 平成３０年 ２月 ６日 正副会長会議 
体系図（案）、実施計画（案）の作成方

法について協議 

９ 平成３０年 ２月２６日 第２回策定委員会 
・第７次３か年計画の実施計画（案）

について 

10 平成３０年 ３月１９日 第４回理事会 第７次３か年計画について 承認 

11 平成３０年 ３月２６日 第３回評議員会 第７次３か年計画について 承認 
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